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ー
ト
民
椹
論
と
コ
ン
モ
ン
法

國
家
肚
會
學
の
概
念
と
方
法

農
村
権
利
雫
闘
の
進
化

パ
ウ
ソ
ド
の
法
律
と
道
徳
（
二
）

　
第
二
號

恐
慌
の
導
火
線

高
城
仙
次
郎

小
池
隆
　
一

佐
原
　
六
　
郎

峯
岸
治
三

永
澤
邦
男

山
崎
叉
次
郎

西
本
辰
之
助

堀
江
專
一
郎

峯
岸
治
三

前
原
光
雄

剛
目
O
鴇
●
U
娯
■
O
O
N
巴
叶
同
Φ
崩

前相堀損

原原

光文眞智

雄雅琴雄

高
城
仙
次
郎



肚
團
と
組
合
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

ベ
ソ
サ
ム
の
功
利
主
義
的
犯
罪
及
び
刑
罰
観
（
三
・
完
）
永
澤
邦
男

パ
ゥ
ソ
ド
の
法
律
と
道
徳
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

N
Φ
一
呂
目
的
切
＜
Φ
巳
即
礪
目
冒
山
ω
o
日
一
』
訂
ε
一
H
Φ
騎
9
暮
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
ぴ
Φ
＆
日
oQ
け
霞
昌
ご
Φ
u
晩

　
第
三
號

英
國
現
司
法
制
度
概
観
　
　
　
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

肚
團
と
組
合
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

國
債
の
法
律
構
成
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

　
O
故
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
教
授
（
峯
岸
治
三
・
三
井
義
人
）

　
第
四
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

各
國
に
於
け
る
比
例
代
表
法
の
脛
験
（
一
）

維
新
當
時
の
郡
縣
思
想
（
一
）

國
債
の
法
律
構
成
（
二
・
完
）

デ
ュ
ギ
イ
の
主
灌
否
認
論
と
國
際
法
（
一
）

国
N
Φ
一
Φ
国
Φ
o
暮
ζα
ゆ
冒
画
葺
冒
的
g
昌
α
ロ
昌
目
詳
一
Φ
ぎ
賃
の

　
U
Φ
］
β
o
屏
目
㊤
寓
Φ
（
H
自
）

　
O
新
刊
紹
介

前相堀山
原原　崎
　　凶叉
光文具次

雄雅琴郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
ぴ
①
O
匙
O
N
　
ω
叶
Φ
N
H
戸
げ
Φ
U
隔
四

占
部
百
太
郎
著
「
英
國
憲
政
史
」
（
桓
智
雄
）

第
七
巻
（
昭
和
三
年
度
）

　
第
陶
號

地
租
委
譲
に
就
い
て

成
瀬
義
春

各
國
に
於
け
る
比
例
代
表
法
の
脛
縢
（
二
・
完
）
　
　
　
山
崎
叉
次
郎

肚
團
と
組
合
（
五
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

ロ
ン
ブ
ロ
！
ゾ
の
生
來
犯
罪
人
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
澤
　
邦
　
男

工
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
「
自
由
な
る
法
律
護
見
及
び
自
由
法
學
」
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

国
目
Φ
一
Φ
菊
⑦
O
げ
叶
ロ
⇒
昌
侮
9
昌
㈹
『
‘
β
画
二
昌
ご
ρ
一
け
け
Φ
一
ご
餌
門
Φ

　
U
Φ
目
Q
｝
｛
轟
江
Φ
（
H
＜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
げ
Φ
0
3
目
望
Φ
吋
ロ
び
9
的

　
第
二
號

外
交
官
の
℃
臼
8
壁
鴨
暮
9
と
帥
σ
q
獄
目
Φ
暮
に

　
關
す
る
一
悪
例
と
し
て
の
ヒ
ル
事
件
　
　
　
板
倉
卓
造

維
新
當
時
の
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
眞
　
琴

行
政
の
概
念
の
更
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

沈
獣
の
敷
用
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
文
雅

寄
Φ
一
Φ
坊
Φ
。
馨
9
ロ
身
昌
騎
β
且
g
昌
巳
一
詳
Φ
一
げ
9
目
①

　
U
9
β
o
一
段
暮
一
Φ
（
＜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
犀
o
o
q
o
目
ω
貯
Φ
吋
昌
び
Φ
戦
騎

　
第
三
號

螢
働
者
と
月
給
取
の
生
活
状
態
の
比
較

罐
保
附
肚
債
信
託
法
の
不
備
に
就
い
て
の
小
見

濁
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
一
）

鑛
業
抵
當
論

デ
ュ
ギ
イ
の
主
権
否
認
論
と
國
際
法
（
二
）

監
獄
改
良
蓮
動
の
先
騙
者
、
ジ
コ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド

高
城
仙
亥
郎

（
じ

永前栗淺栗

澤原栖井栖

邦光超　越

男雄夫清夫

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

五
　
　
（
一
〇
二
七
）



『
法
畢
研
究
』
既
刊
絡
目
次
一
覧

六
　
　
（
一
〇
二
八
4

　
l
i
彼
れ
の
生
涯
と
・
て
の
業
績
i

　
第
四
號

濁
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

デ
ュ
ギ
イ
の
主
樺
否
認
論
と
國
際
法
（
三
・
完
）
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

工
！
ル
リ
ッ
ヒ
の
「
自
由
な
る
法
律
護
見
及
び
自
由
法
學
」
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
辰
之
助

閣
目
Φ
一
①
国
o
o
｝
旨
呂
β
山
ロ
昌
騎
弱
5
山
＝
昌
ヨ
帥
詳
Φ
ぎ
賃
Φ

　
U
Φ
目
o
一
β
試
Φ
（
＜
H
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
渉
Φ
＆
o
目
o
Q
け
段
ロ
ご
臼
騎

　
第
八
巻
（
昭
和
四
年
度
）

　
第
同
號

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
が
行
使
し
た
大
灌
の
範
園
　
　
　
　
　
占
部
百
太
郎

濁
逸
憲
法
の
若
干
の
考
察
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

法
律
及
び
契
約
の
灌
威
の
頽
駿
に
就
い
て
（
一
）
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

〇〇

貯
即
ご
β
叶
Φ
円
誉
一
Φ
o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
＜
．
ω
g
β
】
B
Φ
同
ゆ
Φ
H
山

　
第
二
號

猫
逸
國
民
の
基
本
灌
及
基
本
義
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

政
治
概
念
の
吐
會
進
化
史
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
眞
　
琴

　
ー
ウ
ー
ノ
ル
ド
政
治
概
念
研
究
i

法
律
及
び
契
約
の
灌
威
の
頽
塵
に
就
い
て
（
二
・
完
）
　
小
　
池
　
隆
　
一

商
法
第
二
百
條
肚
墳
総
額
の
制
限
に
就
い
て
　
　
　
　
　
栗
　
栖
　
魁
　
夫

　
第
三
號

純
梓
法
學
的
國
家
概
念
の
創
設

李
便
切
下
の
可
．
否

O
段
注
一
の
私
法
論
（
一
）

監
獄
改
良
運
動
の
先
騙
者
、
ジ
翼
ソ
・
ハ

　
ー
彼
れ
の
生
涯
と
そ
の
業
績
i

國
際
李
和
思
想
護
達
の
史
的
概
観
（
一
）

霞
ぴ
Φ
■
碧
＜
O
h
》
同
げ
詳
目
即
試
O
昌
oo
9
口
“

　
第
四
號

澹
保
附
肚
債
信
託
法
の
研
究
（
一
）

O
賃
琶
一
の
私
法
論
（
二
）

國
際
李
和
思
想
装
達
の
史
的
概
観
（
二
）

曙
ぴ
Φ
口
m
o巳
Φ
昌
o
Φ
O
協
即
○
】
β
即
昌
b
即
霜

　
第
九
巻
（
昭
和
五
年
度
）

ワ
ー
ド

》
薫
即
目
自
の

　
第
陶
號

商
法
改
正
私
見
（
一
）

捲
保
附
杜
債
信
託
法
の
研
究
（
二
）

9
導
昌
の
私
法
論
（
三
・
完
）

私
法
に
現
れ
た
る
豫
防
観
と
解
決
観

國
際
李
和
思
想
螢
達
の
史
的
概
齪
（
三
・
完
）

臣
磯
Φ
暮
の
σ
冒
鶏
β
昌
8
ピ
製
＜

　
O
拙
著
「
憲
法
総
論
」

（

じ

永小高淺

澤畷井
邦隆次

男一郎清

　
前
原
光
雄

ノ
＜
。
の
二
g
筥
○
同
訪
Φ
蜀

円
ゲ

8
8前小栗
同

幹原池栖
霞

誉光隆魁
の

お雄一夫

詳詣
に。前相小栗西
鰭原原池栖本
て臣　　　　辰
罐光文隆魁之
崎崔雄雅一夫助



　
　
叉
次
郎
）
　
○
新
刊
紹
介

　
　
（
小
池
隆
一
）

　
　
第
二
號

　
無
能
力
者
の
詐
術
に
就
い
て

　
近
代
國
家

　
推
保
附
吐
債
信
託
法
の
研
究
（
三
）

　
日
本
銀
行
の
法
的
組
織
（
】
）

　
oQ
㊤
一
Φ
O
騰
O
O
O
駐
＝
≦
一
鉱
一
巳
一
勾
P
β
一
け
の
と

　
　
O
新
刊
紹
介
　
我
妻
榮
著
「
民
法
絡
則
」

　
　
獣
（
小
池
隆
一
）

　
　
第
三
號

　
櫃
密
院
間
題

　
支
那
憲
法
史
抄

　
シ
ャ
ル
モ
ン
の
私
法
攣
題
論
の
一
節
（
一
）

　
　
O
新
刊
紹
介

　
　
ソ
ス
私
法
最
近
の
文
獣
（
小
池
隆
一
）

　
　
第
四
號

　
英
國
憲
法
政
治
の
攣
調

『
陽
D
ー　

　
「
民
決
研
究
第
二
雀
（
物
権
）
」
（
小
池
隆
一
）
、

フ
ラ
ン
ス
學
會
編
「
フ
ラ
ン
ス
の
肚
會
科
學
」

ヤ　　

　小
三池
フ隆
ンー三
ス×ω相栗堀小
私　9法鳩臼原栖　池
最山琶　　目
近秀霞文魁具隆
の夫瀞
文著…二雅夫琴一

石
田
文
次
郎
著
「
現
行
民
法
総
論
」

レ
シ
テ
ル
ヌ
イ
捕
獲
事
件
に
關
す
る
営
時
の
日
本

　
外
務
省
辮
明
書
（
一
）

國
民
政
府
の
財
政
方
針

　
盆小及淺

堅池川井
ロ
’隆恒
フ

ラー忠清

占
部
百
太
郎

板
倉
卓
造

及
川
　
恒
　
忠

陪
審
に
關
す
る
最
近
二
三
の
間
題
　
　
　
　
坂
本
英
雄

シ
ャ
ル
モ
ソ
の
私
法
攣
遷
論
の
一
節
（
二
・
完
）
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

国
Φ
u
昌
b
g
巳
容
Φ
q
霞
■
Φ
日
Φ
ω
富
目
g
一
Φ
誘
　
　
目
冨
9
0
婦
o
Q
＄
u
昌
げ
臼
σ
q

　
O
新
刊
紹
介
　
長
場
正
利
諜
「
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
・
テ
ィ
ボ
i
法
典
論
議
」

　
（
小
池
隆
一
）
、
石
田
芳
穗
氏
課
「
シ
』
タ
ム
ラ
ー
債
椹
法
理
論
」
（
小
池

　
隆
一
）
、
フ
ラ
ソ
ス
私
法
最
近
の
文
献
（
小
池
隆
一
）

第
十
巻
（
昭
和
六
年
度
）

　
第
聞
號

英
國
に
於
げ
る
歴
、
史
法
學

レ
シ
テ
ル
ヌ
イ
捕
獲
事
件
に
關
す
る
當
時
の
日
本

　
外
務
省
辮
明
書
（
二
・
完
）

イ
ギ
リ
ス
諮
振
法
概
論
（
一
）

近
代
私
法
に
於
け
る
基
礎
概
念
の
研
究
（
一
）

　
O
イ
ギ
リ
ス
法
到
例
雑
考
（
一
）
（
峯
岸
治
三
）

　
ソ
ヘ
ッ
ト
（
峯
岸
治
三
）

　
第
二
號

鎗
保
附
杜
俵
信
託
法
の
研
究
（
四
・
完
）

日
本
銀
行
の
法
的
組
織
（
二
・
完
）

ジ
エ
レ
ミ
ー
・
ベ
ソ
タ
ム
と
法
律
愚
申

　
O
イ
ギ
リ
ス
法
判
例
難
考
（
二
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
三
號

横

智
　
　
雄

　
　
板
倉
卓
造

　
　
峯
岸
治
　
三

　
　
今
泉
孝
太
郎

O
故
ロ
ー
ド
・
バ
ー
ク

峯相栗

村原栖

光文魁

郎雅夫

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
費

七
　
　
（
一
〇
二
九
）



『
法
學
研
究
』
旺
刊
糖
目
次
一
驚

八
（
一
〇
三
〇
）

イ
ギ
リ
ス
設
擦
法
概
論
（
二
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

近
代
私
法
に
於
け
る
基
礎
概
念
の
研
究
（
二
）
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎
・

　
○
イ
ギ
リ
ス
法
判
例
難
考
（
三
）
（
峯
岸
治
三
）

　
第
四
號

イ
ギ
リ
ス
讃
擦
法
概
論
（
三
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

國
民
政
府
外
交
部
の
現
組
織
　
　
　
　
英
　
修
道

　
0
憲
法
行
政
判
例
研
究
（
一
×
淺
井
清
）
　
O
イ
ギ
リ
ス
法
判
例
難
考
（
四
）

　
山
缶
芹
治
三
）
　
O
小
田
切
本
「
日
本
國
憲
按
」
及
附
属
資
料
（
淺
井
清
）

　
第
十
一
巻
（
昭
和
七
年
度
）

　
第
一
號

佛
法
に
於
け
る
事
務
管
理
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

自
由
の
正
義
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
　
田
　
江
　
次

民
法
に
於
け
る
不
作
爲
の
現
象
學
的
研
究
（
一
）
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
○
英
國
議
會
制
度
の
傳
承
に
關
す
る
資
料
（
一
）
（
淺
井
溝
）
　
O
イ
ギ
リ

　
ス
法
判
例
雄
考
（
五
）
（
峯
岸
治
三
）
　
0
目
冨
O
o
拐
菖
ゴ
菖
o
冒
含

　
む
b
即
P
び
『
∪
卜
2
。
ピ
暮
警
昌
㊤
日
計
一
鵠
O
●
（
淺
井
清
）

　
第
二
號

佛
法
に
於
け
る
事
務
管
理
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

イ
ギ
リ
ス
讃
披
法
概
論
（
四
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

民
法
に
於
け
る
不
作
爲
の
現
象
學
的
研
究
（
二
）
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

ル
ド
ル
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・
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ォ
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峯
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ベ
ル
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に
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行
刑
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邦
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中
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民
國
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不
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等
條
約
」
逐
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研
究
（
一
）
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修
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英
米
法
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事

　
第
四
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厭
米
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債
法
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爾
法
系
の
封
立
（
二
）
　
　
　
栗
栖
魁
夫

ベ
ル
ギ
ー
に
於
け
る
近
代
行
刑
制
度
の
護
達
（
二
・
完
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永
　
澤
　
邦
　
男
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法
第
七
十
條
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（
二
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修
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O
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米
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記
事
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和
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年
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華
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不
李
等
條
約
」
逐
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（
三
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修
　
　
道
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政
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史
抄
（
一
）
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由
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灌
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想
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佛
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派
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民
法
に
於
け
る
不
作
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の
現
象
學
的
研
究
（
三
）
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泉
孝
太
郎
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第
二
號

O
判
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O
英
米
法
記
事

フ
ォ
ク
ラ
ン
ド
島
の
節
馬
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
板

支
那
政
蕪
史
抄
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及

室
職
法
規
序
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

イ
ギ
リ
ス
詮
擦
法
概
論
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

自
由
民
灌
思
想
と
佛
蘭
西
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
々
（
二
）
島

ア
ン
ト
ソ
・
メ
ン
ガ
ア
の
法
曹
派
肚
會
主
義
理
論
　
　
　
峯

　
○
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
法
學
界
事
報
　
O
文
隙
紹
介

　
「
危
機
に
あ
る
民
主
政
治
」
（
潮
田
江
次
）
　
O
到
例

　
第
三
號

準
契
約
に
就
い
て
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

室
職
法
規
序
論
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

ケ
ル
ゼ
ソ
と
國
家
及
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮

中
華
民
國
「
不
耶
等
條
約
」
逐
條
研
究
（
四
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英

　
○
資
料
　
伊
藤
本

村田岸原川倉

光久治光恒卓

郎吉三雄忠造

ラ
ス
キ
ー
著

O
英
米
法
記
事

　田原池
修江光隆

道次雄一

　
　
　
　
　
　
　
「
國
憲
」
及
「
國
憲
草
按
各
議
官
意
見
書
」
（
淺
井
清
）
、

ベ
ル
ジ
ツ
ク
に
於
け
る
精
神
異
状
犯
罪
者
並
に
累
犯
者
に
封
す
る
肚
會
防

衛
法
実
施
ニ
ケ
年
の
業
績
に
就
い
て
（
永
澤
邦
男
）
　
O
法
學
界
事
報

○
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
文
獄
紹
介
　
及
川
恒
忠
教
授
撰
「
支
那
政
治

組
織
の
研
究
」
（
島
田
久
吉
）
　
O
到
例
　
O
英
米
法
記
事

　
　
『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
覧

　
第
四
號

フ
ォ
ク
ラ
ン
ド
島
の
齢
鵬
問
題
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

準
契
約
に
就
い
て
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
小
池
隆
一

イ
ギ
リ
ス
謹
櫨
法
概
論
（
七
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治
三

法
律
妥
當
の
本
質
及
根
抵
（
一
）
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

フ
レ
ー
ザ
ー
の
呪
術
師
君
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論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
政
　
寛

英
法
に
於
け
る
公
信
託
（
財
5
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♂
目
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拐
け
）
に
付
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（
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齋
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郎

　
O
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牧
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法
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定
に
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い
て
（
島
田
久
吉
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O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
法
學
界
事
報
　
O
文
隙
紹
介
　
ハ
ー
ソ
シ
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ウ
著
「
英
國
に
お
け
る
保
守
主
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」
（
一
九
三
三
年
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（
潮
田
江
次
）
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到
例
　
O
英
米
法
記
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第
十
三
巻
（
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和
九
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度
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第
醐
號

フ
ォ
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ラ
ソ
ド
島
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（
三
・
完
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倉
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英
國
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地
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法
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到
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栗
　
栖
　
魁
　
夫

室
職
法
規
序
論
（
三
・
完
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光
　
雄

政
治
組
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検
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山
　
桂
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ー
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ォ
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振
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察
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律
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抵
（
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完
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泉
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太
郎
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け
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付
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介
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隆
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律
哲
學
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理
」
（
峯
村
光
郎
）
　
O
到
例
　
O
本
邦
英
米
法
文
獄
目
録
（
慶
鷹
義
塾
英

　
米
法
研
究
會
編
）
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委
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論
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田
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観
る
（
永
澤
邦
男
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0
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
○
文
献
紹
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英
修
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君
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「
滞
洲
國
と
門
戸
開
放
問
題
」
（
及
川
恒
忠
）
　
O
判
例
　
0
本
邦
英

　
米
法
文
隙
目
録
（
慶
感
義
塾
英
米
法
研
究
會
編
）

　
第
三
號

革
命
の
遠
兆
と
し
て
の
外
國
旋
行
（
上
）
　
　
　
　
　
板
倉
　
卓
　
造

　
ー
我
維
新
史
に
就
て
革
命
理
論
上
の
一
考
察
1

佛
法
に
於
け
る
契
約
の
解
除
に
就
て
（
一
）
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆

イ
ギ
リ
ス
謹
擦
法
概
論
（
九
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治

監
獄
改
良
蓮
動
家
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
・
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ワ
ー
ド
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思
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と
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績
（
上
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運
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計
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於
け
る
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位
　
　
　
英
　
　
修

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
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判
例

　
第
四
號

革
命
の
遠
兆
と
し
て
の
外
國
旋
行
（
下
）
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維
新
史
に
就
て
革
命
理
論
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一
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察
－

佛
法
に
於
け
る
契
約
の
解
除
に
就
て
（
二
・
完
）
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概
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既
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目
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岸
治
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進
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擦
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概
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謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
上
）

近
世
フ
ラ
ソ
ス
に
於
け
る
王
灌
の
擁
頭
（
上
）

ハ
ム
ラ
ビ
法
典
（
紀
元
前
廿
世
紀
）
の
階
級
性

信
託
法
制
の
歴
史
的
獲
達
と
其
の
理
論
（
一
）

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
判
例

　
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
二
號

所
謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
中
）

郡
縣
思
想
の
獲
達
（
一
）

佛
國
吐
債
法
及
新
立
法

桂
　
三

雅
彦

（
慶
鷹
義

河井伊潮峯

邊上藤田岸

幸芳政江治

吉郎寛次三

O
本
邦
英
米
法
文
賦
目
録
（
慶
感
義

債
務
引
受
契
約
と
第
三
者
の
爲
に
す
る
契
約
と
の
異
同

一
一

　　相一栗淺潮
　）
原　栖井田

文　魁　江

雅　夫清次

（
一
〇
三
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
穂
目
象
一
鷺

一
二

（
一
〇
三
四
）

O
資
料
　
彿
波
土
著
「
主
灌
論
」
（
明
治
十
六
年
×
戸
鞠
雅
彦
）
O
最
近

國
際
政
治
情
勢
　
O
判
例
　
O
新
法
令
　
O
本
邦
英
米
法
文
黙
目
録
（
慶

感
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

第
三
號

郡
縣
思
想
の
護
達
（
二
）

韓
質
の
法
律
上
の
性
質
及
び
数
果
に
就
い
て

所
謂
「
國
家
外
の
政
治
現
象
」
に
就
い
て
（
下
）

一
九
二
七
年
・
南
京
事
件

信
託
法
制
の
歴
史
的
護
達
と
其
の
理
論
（
二
）

本
能
と
政
治
（
一
）

シ
ュ
メ
ル
法
に
現
は
る
る
家
族
制
度
（
一
）

　
O
資
料
　
鼠
b
9
昌
粧
9
Φ
賞
貯
即
霞
Φ
魯
岳
9
Φ

　
（
国
9
鴛
O
H
9
巴
竪
邑
）
　
O
到
例
研
究

　
登
記
・
契
約
解
除
と
返
還
す
べ
き
物
件
の
使
用
料

　
第
九
七
三
條
の
意
義
（
峯
岸
治
三
）
　
O
到
例

　
録
（
慶
懸
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

井米河英潮小淺

上山邊　田池井
芳桂幸修江隆

郎三吉道弐一清

oo
目
留
目
σ
q
Φ
o
。
Φ
け
鍔
買
的

代
位
辮
濟
と
抵
営
灌
の
移
輔

　
　
　
（
小
池
隆
一
）
、
民
法

　
　
O
本
邦
英
米
法
文
献
目

　
第
四
號

郡
縣
思
想
の
護
達
（
三
）

シ
ュ
メ
ル
法
に
現
は
る
る
家
族
制
度
（
二
・
完
）

近
世
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
王
灌
の
擾
頭
（
中
）

法
と
強
制

債
務
引
受
契
約
と
第
三
者
の
爲
に
す
る
契
約
と
の
異
同

　
二峯伊井淺
）

　村藤上井

　光政芳

　郎寛郎清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
原
　
文
　
雅

O
到
例
研
究
　
同
時
履
行
の
抗
辮
権
と
不
當
利
得
・
債
務
履
行
の
引
受
と

第
三
者
の
爲
に
す
る
契
約
（
小
池
隆
一
）
　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到

例
　
0
本
邦
英
米
法
文
献
目
録
（
慶
鷹
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

第
十
六
巻
（
昭
和
十
二
年
度
）

　
第
閑
號

常
設
委
員
會
の
活
動
に
開
す
る
一
考
察
（
上
）
　
　
　
，
島
　
田
　
久
　
吉

既
到
力
の
主
観
的
範
園
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
澄
　
夫

本
能
と
政
治
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

信
託
法
制
の
歴
史
的
稜
達
と
其
の
理
論
（
三
）
　
　
　
　
河
　
邊
　
幸
　
吉

　
O
資
料
　
イ
ギ
リ
ス
擦
訴
院
到
決
ー
口
頭
誹
殿
事
件
（
峯
岸
治
三
）
、
米

　
國
各
州
法
制
上
に
於
け
る
市
の
分
類
に
つ
い
て
（
一
）
（
島
田
久
吉
）
　
0

　
英
米
法
研
究
會
）

　
第
二
號

政
治
學
の
封
象
に
つ
い
て
ー
戸
澤
教
授
を
駁
す
（
一
）
　
潮
　
田
　
江
　
次

シ
ュ
メ
ル
法
と
婦
人
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
芳
　
郎

　
O
資
料
　
濁
逸
私
法
學
の
情
勢
と
任
務
（
今
泉
孝
太
郎
）
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ

　
ズ
「
現
代
國
際
法
の
基
本
的
綱
領
及
び
大
原
則
の
宣
言
」
（
前
原
光
雄
）

　
費
（
小
池
隆
一
）
　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
文
獄
紹
介
　
ホ
ッ
ブ
ス

　
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例
　
O
本
邦
英
米
法
文
獄
目
録
（
慶
懸
義
塾

　
○
判
例
研
究
　
法
定
地
上
権
の
封
抗
力
・
不
法
行
爲
の
損
害
賠
償
と
治
療



　
著
「
政
治
哲
學
の
基
礎
と
生
成
」
（
戸
鞠
雅
彦
）
　
O
到
例
　
O
本
邦
英
米

　
法
文
賦
目
録
（
慶
鷹
義
塾
英
米
法
研
究
會
）

　
第
三
號

郡
縣
思
想
の
議
達
（
四
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　

井
　
　
清

政
治
學
の
劉
象
に
つ
い
て
ー
戸
澤
教
授
を
駁
す
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
　
田
　
江
　
亥

信
託
法
制
の
歴
史
的
稜
達
と
其
の
理
論
（
四
）
　
　
河
邊
幸
吉

　
O
資
料
　
伊
藤
博
文
の
聴
け
る
ス
タ
イ
ン
の
講
義
（
清
水
伸
）
　
O
最
近
國

　
際
政
治
情
勢
　
O
到
例
　
O
口
櫓

　
第
四
號

常
設
委
員
會
の
活
動
に
關
す
る
一
考
察
（
下
）
　
　
　
　
島
　
田
　
久
　
吉

版
籍
奉
還
と
郡
縣
思
想
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井
　
　
清

競
費
の
結
果
に
於
け
る
土
地
所
有
者
と
建
物
所
有
者
と
の
灌
利
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
　
文
　
雅

　
O
資
料
　
米
國
各
州
法
制
上
に
於
け
る
市
の
分
類
に
つ
い
て
（
二
・
完
）

　
（
島
田
久
吉
）
、
伊
藤
博
文
と
グ
ナ
イ
ス
ト
と
の
交
渉
と
博
文
の
聴
け
る
モ

　
ッ
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
文
獄
紹
介

　
グ
ー
ウ
著
「
肚
會
契
約
、
其
獲
達
の
批
到
的
研
究
」
（
戸
鞠
雅
彦
）
　
O
到
例

　
第
十
七
巻
（
昭
和
十
三
年
度
）

　
第
一
號

版
籍
奉
還
と
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
溝

　
　
　
『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
覧

渦
・
蒙
・
彊
と
蘇
聯
邦
と
の
國
境
條
約
沿
革
考
（
一
）
　
英
　
　
修
　
　
道

リ
シ
ュ
リ
ュ
ウ
の
外
交
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

　
O
資
料
　
伊
藤
博
文
の
渡
厭
・
憲
法
取
調
の
用
意
と
博
文
の
聰
け
る
モ
ッ

　
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
　
○
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
二
號

ナ
チ
ス
凋
逸
に
於
け
る
法
律
制
度
の
統
制
（
一
）
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

ヘ
ラ
ー
「
國
家
論
の
任
務
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

　
O
資
料
　
伊
藤
博
文
の
憲
法
取
調
方
針
と
其
の
理
論
、
附
・
博
文
の
聰
け

　
る
モ
ッ
セ
の
憲
法
講
義
（
清
水
伸
）
、
米
國
に
於
け
る
政
治
學
の
猫
立
に
關

　
す
る
一
資
料
（
閾
丙
台
）
　
○
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
三
號

塵
藩
置
縣
と
郡
縣
思
想
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

ナ
チ
ス
掲
逸
に
於
け
る
法
律
制
度
の
統
制
（
二
・
完
）
　
今
泉
孝
太
郎

信
託
法
制
の
歴
史
的
護
達
と
其
の
理
論
（
五
）
　
　
　
　
河
　
邊
　
幸
　
吉

バ
ビ
ロ
ン
法
の
紳
婦
と
其
の
吐
會
的
起
原
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
芳
　
郎

U
霞
ミ
ま
N
且
閃
Φ
o
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
げ
Φ
o
q
o
同
の
け
臼
昌
ご
段
o
亀

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
四
號

塵
藩
置
縣
と
郡
縣
思
想
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
　
清

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
一
）
　
　
峯
岸
治
三

マ
ゼ
ラ
ン
の
劃
外
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
七
　
郎

国
昌
廿
妻
一
〇
闘
Φ
H
q
冒
騎
口
昌
似
国
目
一
の
一
〇
〇
自
Φ
o
陰
＜
O
一
屏
Φ
H
H
Φ
O
ザ
け
o
o

一
三

（
一
〇
三
五
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
象
一
覧

目
｝
一
Φ
0
3
H
ω
3
H
昌
ご
臼
σ
q

　
O
最
近
國
際
政
治
情
勢
　
O
到
例

　
第
十
八
巻
（
昭
和
十
四
年
度
）

　
第
陶
號

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
讃
法
の
改
正
（
二
）
　
　
　
　
　
峯
岸
治

明
治
二
年
の
官
吏
選
墨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
井

信
託
法
制
の
歴
史
的
護
達
と
其
の
理
論
（
六
）
　
　
河
邊
幸

九
州
帝
國
大
學
講
師
田
村
豊
氏
著
「
英
國
刑
事
裁
到
の
研
究
」
を
讃
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
岸
治

　
O
市
政
論
研
究
の
獲
展
と
其
の
文
隙
に
つ
い
て
（
上
）
（
島
田
久
吉
）

　
新
法
令
O
剣
例

　
第
二
號

土
佐
派
の
議
會
政
治
論
と
後
藤
象
二
郎
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
詮
法
の
改
正
（
三
）
　
　
峯
岸
治

輔
換
期
に
於
け
る
政
治
的
宣
傳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂

H
〈
同
一
け
一
一
く
　
山
Φ
N
　
日
O
像
Φ
る
o
ω
け
同
9
h
Φ
　
〈
O
国
昌
　
　
℃
H
O
O
Φ
る
o
ロ
o
O
即
H
一
の
け
一
の
O
げ
①
昌

　
ω
賞
昌
山
b
自
巳
含

　
0
故
神
戸
寅
次
郎
教
授
省
像
及
履
歴

　
（
峯
岸
治
三
）
　
○
判
例
研
究

　
と
悪
意
の
第
三
取
得
者
・

　
所
定
の
特
別
庭
分
（
宮
崎
澄
夫
）
、

三清吉〇三清三三

　
　
　
　
　
　
　
　
、
U
富
0
3
目
弊
Φ
目
昌
げ
理
的

　
　
　
　
　
0
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
新
立
法

　
　
市
税
滞
納
庭
分
に
因
る
差
押
登
記
の
適
否

株
券
の
差
押
と
民
事
訴
訟
法
第
五
百
七
十
一
條

　
　
　
年
金
受
給
権
の
消
滅
と
年
金
受
給
代

　
理
権
の
消
滅
・

　
（
峯
村
光
郎
）

　
第
三
號

佛
民
法
に
於
け
る
事
情
攣
更
の
原
則
に
就
て

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
讃
法
の
改
正
（
四
）

島
津
久
光
の
不
李
（
其
一
）

契
約
理
論
の
攣
繭

シ
ュ
メ
ル
及
バ
ビ
・
ン
法
に
於
け
る
婚
姻

U
①
目
　
卜
q
h
げ
㊤
β
　
儀
Φ
oo
　
山
Φ
5
ひ
oo
O
ぽ
Φ
昌

一
四
　

（
一
〇
三
六
）

漕
滅
時
敷
完
成
後
既
存
債
務
の
申
出
と
時
敷
利
盆
の
拗
棄

O
新
法
令
O
判
例

（
一
）

井今淺峯小
上泉井岸池
　孝
芳太　治隆

郎郎溝三一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
β
げ
目
Φ
困
の
け
㊤
鱒
け
Φ
oo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
g
Q
国
o
Φ
一
マ
Φ
‘
辞
Φ
H

　
O
市
政
論
研
究
の
襲
展
と
其
の
文
獄
に
つ
い
て
（
中
）
（
島
田
久
吉
）
　
O

　
判
例

　
第
四
號

佛
民
法
に
於
け
る
事
情
攣
更
の
原
則
に
就
て
（
二
）
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

島
津
久
光
の
不
李
（
其
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
　
　
井
　
　
清

濁
逸
に
於
け
る
「
第
三
ラ
イ
ヒ
」
の
意
味
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

政
治
學
に
於
け
る
籔
と
籔
量
的
方
法
（
上
）
　
　
　
　
　
島
　
田
　
久
　
吉

　
O
到
例

　
第
十
九
巻
、
（
昭
和
十
五
年
度
）

　
第
剛
號

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
（
五
）
　
　
峯
岸
治
三



改
正
商
法
に
於
け
る
新
祉
債
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
栗

「
ラ
イ
ヒ
」
（
男
Φ
一
9
）
と
「
第
三
ラ
イ
ヒ
」
に
つ
い
て
問

島
津
久
光
の
不
李
（
其
三

・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺

佛
民
法
に
於
げ
る
事
情
攣
更
の
原
則
に
就
て
（
三
・
完
）
小

ル
イ
十
四
世
と
厭
洲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
O
資
料
　
荘
内
ワ
ッ
パ
事
件
の
一
資
料
（
國
分
剛
二
）

　
【
註
】
　
當
時
の
出
版
事
情
そ
の
他
の
理
由
で
、

　
　
休
刊
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
。
し
か
し
、

　
　
研
究
」
第
一
輯
と
い
う
別
形
式
の
雑
誌
を
蛮
行
し
た
。

　
法
學
研
究
第
一
輯
（
昭
和
＋
六
年
度
）

大
阪
會
議
と
元
老
院
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺

近
世
私
法
史
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河

ル
イ
十
四
世
と
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の
闘
雫
　
　
　
　
　
松

　
O
到
例

　
【
註
】
　
第
二
輯
以
後
は
績
刊
の
蓮
び
に
至
ら
な
か
つ
た
。

　
第
二
十
巻
（
昭
和
二
十
二
年
度
）

　
第
一
號

復
刊
の
罐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

民
法
改
正
に
就
い
て
‘
小

法
の
本
質
的
性
格
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

　
　
　
『
法
學
研
究
』
臨
刊
絡
目
次
一
覧

本池井崎栖

七隆　万越

郎一溝里夫

　
　
　
　
O
判
例

翌
十
六
年
四
月
に
は

第
十
九
巻
第
二
號
以
後
は

　
　
　
　
　
　
　
「
法
學

本邊井

七幸

郎吉清

村池池

光隆隆

郎一一

　
i
法
の
人
間
學
的
考
察
序
説
ー

　
第
二
號

物
灌
の
憂
動
に
つ
い
て
（
上
）

國
際
政
治
に
於
け
る
國
家
の
問
題

　
O
フ
ラ
ン
ス
新
刊
書
目
（
伊
藤
政
寛
）

　
第
三
號

一
人
會
吐
に
つ
い
て
（
一
）

物
灌
の
攣
動
に
つ
い
て
（
下
）

　
【
註
】
　
十
月
に
復
刊
第
一
號
を
出
版
し
た
た
め
、

　
　
ま
で
で
絡
り
で
あ
る
。

　
第
二
十
隔
巻
（
昭
和
二
十
三
年
度
）

　
第
剛
號

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
就
い
て

米
國
讃
振
法
の
基
本
的
特
質
（
一
）

　
i
わ
が
國
と
比
照
し
て
f

　
第
二
號

現
代
に
於
け
る
行
政
の
特
徴

米
國
謹
接
法
の
基
本
的
特
質
（
二
・
完
）

　
ー
わ
が
國
と
比
照
し
て
i

　
第
三
號

英
國
海
法
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

故
勝
本
　
文
夫

　
内
　
山
　
正
　
熊

　
津
　
田
　
利
治

故
勝
本
文
夫

二
十
二
年
度
は
第
三
號

英
　
　
修
　
道

伊
　
東
　
　
乾

永
　
田

伊
　
東

乾郎

　



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
鷺

一
　
山
ハ
　
　
　
（
一
〇
一
二
八
）

フ
ラ
ン
ク
王
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
政
　
寛

　
第
四
號

船
舶
の
敵
性
に
關
す
る
フ
ラ
ソ
ス
主
義
　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
光
　
雄

　
－
第
一
次
大
職
の
到
例
を
中
心
と
し
て
f

農
民
の
法
律
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
間
題
に
關
す
る
一
考
察
（
一
）
石
川
忠
雄

　
ー
一
九
三
三
年
以
降
の
制
憲
論
雫
を
中
心
と
し
て
1

　
第
五
號

政
治
心
理
學
成
立
の
現
代
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
中

中
國
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題
に
關
す
る
一
考
察
（
二
・
完
）
石

　
－
一
九
三
三
年
以
降
の
制
憲
論
雫
を
中
心
と
し
て
i

民
法
改
正
の
意
義
（
一
）
田

　
ー
日
本
資
本
主
義
の
襲
展
と
身
分
法
－

　
第
六
號

ア
メ
リ
カ
革
命
と
新
聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

民
法
改
正
の
意
義
（
二
）
田

　
－
日
本
資
本
主
義
の
獲
展
と
身
分
法
I

　
O
資
料
　
「
大
日
本
教
育
會
」
の
法
典
論
（
手
塚
豊
）

　
第
七
號

明
治
初
年
の
民
法
草
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手

肚
會
革
命
期
に
於
け
る
心
理
状
態
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
O
紹
介
と
批
許
　
エ
メ
リ
ー
・
リ
ー
ヴ
ズ

村
菊
男

川
忠
雄

中

蜜

田
　
正
　
輝

中
　
　
實

　
　
　
　
　
　
　
塚

　
　
　
　
　
　
村

「
李
和
の
解
剖
學
」

　
　
豊

菊
　
男

（
内
山
正

　
熊
）
、
職
後
の
商
法
學
界
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
報
告
　
経
濟
統
制
法
の
考
え

　
方
（
肚
會
法
研
究
會
）
O
研
究
畿
表
會
記
事

　
第
八
號

輿
論
の
統
計
的
・
状
態
的
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

エ
ク
ヰ
テ
ィ
の
四
段
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
東
　
　
乾

　
O
紹
介
と
批
評
　
家
永
正
章
著
「
米
國
の
民
主
政
治
」
（
中
村
菊
男
）
、
民

　
訴
法
の
一
書
三
稿
（
伊
東
乾
）
　
○
民
事
法
ノ
！
ト
（
一
）

　
第
九
號

法
的
主
禮
か
ら
み
た
螢
働
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

初
島
の
吐
會
調
査
に
關
す
る
中
間
報
告
（
一
）
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
O
紹
介
と
批
評
　
森
長
英
三
郎
著
「
生
産
管
理
と
法
律
問
題
」
（
須
藤
次

　
郎
）
　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
○
民
事
法
ノ
ー
ト
（
二
）
　
O
研
究
蛮
表
會

　
記
事

　
第
＋
號

韓
換
期
の
外
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

民
法
改
正
の
意
義
（
三
・
完
）
　
　
　
　
田
中
　
實

　
ー
日
本
資
本
主
義
の
饗
展
と
身
分
法
ー

　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
三
）

　
第
＋
鴫
號

西
洋
文
明
の
基
調
精
瀞
　
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

初
島
の
壮
會
調
査
に
關
す
る
中
間
報
告
（
二
・
完
）
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
O
紹
介
と
批
評
　
宮
澤
俊
義
著
「
民
主
制
の
本
質
的
性
格
」
（
中
村
菊
男
）



O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
三
・
績
）

第
＋
二
號

シ
ャ
ー
マ
ン
法
と
装
す
9
話
器
o
昌
　
　
　
高
鳥
正
夫

O
記
事
　
「
行
憲
國
民
大
會
一
紀
要
（
及
川
恒
忠
）
O
資
料
　
新
律
綱
領

編
纂
關
係
者
考
へ
手
塚
豊
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
四
）

第
二
十
二
巻
（
昭
和
二
十
四
年
度
）

　
第
一
號

一
八
四
二
年
南
京
條
約
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
修
　
　
道

　
ー
本
條
約
條
項
及
び
附
馬
文
書
内
容
、
治
外
法
灌
條
項
に

　
　
　
關
す
る
研
究
ー

一
人
會
吐
に
つ
い
て
（
二
）
　
　
　
　
　
津
田
利
治

　
○
紹
介
と
批
許
　
戒
能
通
孝
著
「
吐
會
生
活
と
家
族
法
」
（
田
中
實
）
、
ト

　
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
著
・
戸
鞠
雅
彦
鐸
「
リ
ゾ
ィ
ア
サ
ソ
」
（
中
村
菊
男
）
、

　
千
種
達
夫
著
「
裁
到
閑
話
」
（
高
鳥
正
夫
）
　
○
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民

　
事
法
ノ
ー
ト
（
五
）

　
第
二
・
三
合
併
號

仲
裁
裁
到
制
度
の
護
達
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
光
　
雄

推
保
物
灌
法
の
基
本
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
於
け
る
王
國
形
成
の
課
題
　
　
　
　
石
　
井
　
良
博

　
O
資
料
　
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
（
手
塚
豊
・
伊
東
乾
）

　
O
紹
介
と
批
評
　
燭
禁
法
違
反
事
件
と
審
決
（
高
鳥
正
夫
）
、
潮
田
江
次
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
昌
冨
昌
＝
冨
昌
昏
旨
｛
量
彗
看
＝
霊
翠
匿
＝
ー
＝
器
昌
＝
餌
＝
ヨ
霊
含
昌
＝
＝
昌
題
盒
：
『
：
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
「
主
権
と
民
主
政
治
」
（
中
村
菊
男
）
　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法

　
ノ
ー
ト
（
六
）

　
第
四
號

改
正
刑
事
訴
訟
法
に
於
け
る
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
地
位
（
輔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
澄
夫

校
正
律
例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
　
豊

　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
七
）

　
第
五
號

長
命
君
主
論
（
咽
）
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
政
寛

仲
裁
裁
判
制
度
の
獲
達
（
二
・
完
）
　
　
　
　
前
原
光
雄

　
O
國
際
問
題
の
展
望
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
八
・
九
）

　
第
六
・
七
合
併
號

産
業
杜
會
學
（
冒
身
9
鼠
巴
ω
0
9
0
ざ
σ
R
気
）
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
1
そ
の
成
立
と
護
達
－

英
國
航
海
條
例
の
攣
遜
　
　
　
　
　
　
島
谷
英
郎

新
聞
倫
理
化
の
歴
史
的
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
！
ア
メ
リ
カ
新
聞
史
上
よ
り
の
考
察
i

　
O
解
説
　
濁
占
禁
止
法
の
改
正
（
高
鳥
正
夫
）
　
○
紹
介
と
批
評
　
藤
原
守

　
胤
著
「
ア
メ
リ
カ
革
命
史
論
ー
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
背
景
と
原
理
1
」
（
伊

　
藤
政
寛
）
、
蛾
山
政
道
著
「
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
學
の
護
達
」
（
中
村

　
菊
男
）
O
報
告
　
公
共
の
福
趾
に
つ
い
て
ー
そ
の
肚
會
的
意
義
と
限
界

　
（
田
中
實
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
一
〇
）

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
覧

一
七
　

（
一
〇
三
九
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

一
八

（
一
〇
四
〇
）

【
註
】
　
第
八
號
よ
り
第
十
二
號
ま
で
は
都
合
に
よ
り
休
刊
し
た
。

第
二
十
三
巻
（
昭
和
二
十
五
年
度
）

　
第
一
・
二
・
三
合
併
號

條
約
な
き
講
和
（
事
實
上
の
講
和
）
と
條
約
に
よ
る
講
和
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
四
郎

　
○
解
読
　
商
法
改
正
案
要
綱
に
つ
い
て
（
高
烏
正
夫
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
星
野
通
著
「
民
法
典
論
孚
史
」
（
手
塚
豊
）
、
市
村
今
朝
藏
著
「
英
國
政
黙

　
論
」
（
中
村
菊
男
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト
（
コ
・
一
二
）

　
第
四
號

條
約
な
き
講
和
（
事
實
上
の
講
和
）
と
條
約
に
よ
る
講
和
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
四
郎

ク
レ
イ
ト
ン
法
と
持
株
會
肚
　
　
　
　
　
高
鳥
正
夫

　
第
五
號

國
際
主
義
と
世
界
主
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

　
○
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
國
憲
法
（
原
文
×
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
○
民
事
法
ノ
ー
ト
（
二
四
年
九
月
ー
二
五
年
二
月
分
）

　
第
六
號

婚
姻
の
範
疇
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
○
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
李
井
新
著
「
共
産
主
義
の
理
論
と
批
到
」
（
中
村
菊
男
）
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ

　
デ
イ
ク
ト
著
・
志
村
義
雄
課
「
民
族
ー
ぞ
の
科
學
と
政
治
性
」
（
生
田
正
輝
）

　
第
七
號

不
正
競
雫
に
つ
い
て
（
一
）
　
　
　
　
　
高
烏
正
夫

ヤ
ハ
ヴ
ィ
ス
ト
に
於
け
る
歴
史
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
一
）
（
大
山
正
武
）
　
O
資
料
　
上
海

　
國
是
會
議
乙
種
憲
法
草
案
（
石
川
忠
雄
）

　
第
八
號
（
福
澤
先
生
研
究
號
）

條
約
改
正
と
福
澤
論
吉
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

法
典
雫
議
と
福
澤
の
立
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
實

　
O
資
料
　
福
澤
諭
吉
の
上
書
－
長
州
再
征
に
關
す
る
建
白
書
爲
本
ー
（
昆

　
野
和
七
）

　
第
九
號

不
正
競
雫
に
つ
い
て
（
二
・
完
）
　
　
　
　
高
鳥
正
夫

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
二
×
大
山
正
武
）
　
O
民
事
法
ノ
ー
ト

　
（
二
五
年
三
月
－
六
月
分
）

　
第
＋
號

季
和
條
項
に
よ
る
雫
議
行
爲
の
制
限
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

績
・
條
約
改
正
と
福
澤
論
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
解
読
　
第
四
共
和
國
憲
法
概
観
（
三
・
完
×
大
山
正
武
）
　
○
資
料
　
中

　
華
人
民
共
和
國
婚
姻
法
（
須
藤
次
郎
・
石
川
忠
雄
）

　
第
＋
剛
號

國
際
私
法
上
に
お
け
る
相
績
人
の
不
存
在
　
　
　
　
　
　
久
保
岩
太
郎

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
灌
優
位
制
の
成
立
　
　
　
　
　
檜
　
山
　
武
　
夫



　
O
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
二
）
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
第
＋
二
號

假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

法
典
編
纂
と
福
澤
識
吉
（
一
）
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
0
資
料
　
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
國
基
本
法
（
諜
文
と
解
誘
）
（
芳
賀
四
郎
）

　
第
二
十
四
巷
（
昭
和
二
十
六
年
度
）

　
第
一
號

一
九
三
五
年
の
英
國
に
於
け
る
李
和
投
票
　
　
　
　
　
　
田
　
中
荊
　
三

法
典
編
纂
と
福
澤
識
吉
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
解
説
　
中
華
人
民
共
和
國
に
お
け
る
政
窯
及
び
團
艦
（
石
川
忠
雄
）

　
○
書
評
　
ア
メ
リ
ー
著
「
憲
法
諸
考
」
（
大
山
正
武
）
　
O
報
告
　
前
原
光

　
雄
氏
提
出
學
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
第
二
・
三
合
併
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
桂
三

工
場
に
於
け
る
職
長
の
調
査
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
－
職
長
の
地
位
（
oQ
蜜
言
o
。
）
及
び
役
割
（
國
o
一
Φ
o
。
）

　
　
　
に
關
す
る
産
業
杜
會
學
的
研
究
－

法
典
編
纂
と
福
澤
論
吉
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
資
料
　
國
際
連
合
総
會
國
際
法
委
員
會
護
行
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
裁

　
到
所
條
例
及
び
判
決
－
歴
史
と
分
析
」
（
全
謹
）
、
ド
イ
ッ
民
主
主
義
共
和

　
國
（
東
燭
）
憲
法
（
課
文
と
解
読
）
（
芳
賀
四
郎
）
、
日
本
管
理
資
料
（
三
）

　
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
　
　
『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
鷺

　
第
四
號

改
正
株
式
會
祉
法
総
評
　
　
　
　
　
　
津
田
利
治

法
典
編
纂
と
福
澤
論
吉
（
四
）
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
O
時
事
問
題
　
歴
史
的
瞬
間
（
西
澤
英
一
）
　
○
資
料
　
最
近
の
米
國
鮭
誌

　
に
現
わ
れ
た
ソ
聯
邦
研
究
に
っ
い
て
（
一
）
（
中
澤
精
次
郎
）
　
O
研
究
獲

　
表
會
記
事

　
第
五
號

エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
治
世
と
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
政
治
思
想
　
伊
　
藤
　
政
　
寛

　
ー
長
命
君
主
論
（
二
）
ー

ウ
ェ
ッ
プ
・
ボ
メ
リ
ー
ソ
法
と
外
國
貿
易
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

　
O
時
事
問
題
　
政
治
家
と
政
策
（
西
澤
英
一
）
　
O
資
料
　
最
近
の
米
國
雑

　
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
蓮
邦
研
究
に
つ
い
て
（
二
・
完
×
中
澤
精
次
郎
）
、
日
本

　
管
理
資
料
（
四
）
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）
　
○
紹
介
と
批
評
　
、
・
・
シ
エ
ル

　
：
ア
ン
リ
・
フ
ア
ブ
ル
著
「
人
民
民
主
政
治
の
理
論
ー
肚
會
主
義
國
家
研
究

　
の
た
め
に
ー
」
（
大
山
正
武
）
　
O
研
究
護
表
會
記
事

　
第
六
號

ヘ
ブ
ラ
イ
民
族
に
於
け
る
國
家
観
の
攣
遷
に
就
い
て
　
　
石
　
井
　
良
　
樽

法
典
編
纂
と
福
澤
識
吉
（
五
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
資
料
　
改
正
株
式
會
肚
法
の
解
羅
上
の
諸
問
題
（
津
田
利
治
）

　
第
七
號

般
舶
の
性
質
決
定
に
關
す
る
フ
ラ
ン
ス
主
義
の
研
究
（
一
）
前
　
原
　
光
　
雄

螢
働
協
約
に
お
け
る
「
署
名
」
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
清
　
　
水
　
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　

（
一
〇
四
一
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
衣
一
覧

二
〇
　
　
（
一
〇
四
二
）

　
　
評
　
キ
ン
グ
ス
レ
イ
・
デ
イ
ビ
ス
著
「
人
間
吐
會
」
（
生
田
正
輝
）
　
0
フ

　
　
ラ
ン
ス
第
四
共
和
國
憲
法
原
文
（
二
三
雀
五
號
所
載
）
正
誤
表

　
　
第
八
號

　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
　
i
仙
毫
藩
刑
法
の
一
研
究
－

　
般
舶
の
性
質
決
定
に
關
す
る
フ
ラ
ン
ス
主
義
の
研
究
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
光
　
雄

　
　
O
資
料
　
代
表
訴
訟
に
關
す
る
解
麗
上
の
諸
問
題
（
高
鳥
正
夫
）
　
○
紹
介

　
　
と
批
許
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ザ
ウ
ア
ー
著
「
國
際
法
原
理
」
（
前
原
光
雄
）
、

　
　
H
・
G
・
ハ
ン
ブ
リ
i
著
「
イ
ギ
リ
ス
の
裁
剣
所
」
（
李
良
）

　
　
第
九
・
十
號
合
併
號
（
林
毅
陸
先
生
追
悼
記
念
號
）

　
　
　
林
先
生
省
影
・
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

｝
　
C
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
共
和
國
憲
法
（
謬
文
）
（
芳
賀
四
郎
）
　
こ
紹
介
と
批

明
治
史
に
於
け
る
政
箏
と
皇
室

英
國
名
の
攣
貌

　
ー
エ
ン
パ
イ
ア
か
ら
コ
モ
ソ
ウ
ェ
ル
ス
ヘ
ー

一
八
七
四
年
璽
海
蕃
吐
事
件

米
國
に
お
け
る
参
政
権
民
主
化
の
蓮
動

大
正
政
攣
と
林
毅
陸

清
末
及
び
民
國
初
年
に
於
け
る
蓮
邦
論
と
省
制
論

　
O
資
料
　
毛
澤
東
の
「
實
践
論
」
へ
及
川
恒
忠
）

　
第
＋
閣
號

板
倉
　
卓
　
造

間
　
崎
　
万
　
里

石中藤英

川村原
忠菊守修

雄男胤道

一
子
相
績
制
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

　
－
均
分
相
績
制
の
批
判
ー
i

・
シ
ヤ
史
の
時
代
匠
分
に
關
す
る
一
試
案
（
一
）
　
　
　
中
澤
糟
次
郎

　
－
七
世
紀
後
牛
よ
り
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
I

　
O
資
料
　
一
九
四
二
年
伊
太
利
民
法
典
中
の
國
際
私
法
的
規
定
（
須
藤
次

　
郎
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
コ
嘱
澤
識
吉
選
集
」
第
一
巻
第
二
雀
第
三
雀
（
中

　
村
菊
男
）
、
」
・
L
・
ブ
ラ
イ
ア
リ
著
「
國
際
法
－
李
時
國
際
法
入
門
」

　
（
中
村
況
）
、
蜷
山
政
道
著
「
比
較
政
治
機
構
論
」
（
多
田
眞
鋤
）
、
原
龍
之

　
助
著
「
地
方
行
政
改
革
の
基
本
問
題
」
（
金
子
芳
雄
）

　
第
＋
二
號

工
場
診
噺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
i
工
員
の
志
氣
の
診
噺
ー

ロ
シ
ヤ
史
の
時
代
匠
分
に
關
す
る
一
試
案
（
二
・
完
）
　
中
澤
精
亥
郎

－
七
世
紀
後
牟
よ
り
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
i

　
O
資
料
　
新
株
引
受
灌
に
つ
い
て
（
高
鳥
正
夫
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
フ
イ

　
ー
ル
ド
著
「
プ
ラ
ト
ン
と
そ
の
同
時
代
者
達
ー
紀
元
前
四
世
紀
に
於
け
る

　
生
活
と
思
想
の
研
究
ー
」
（
石
井
良
博
）
、
巳
ハ
！
ト
・
K
・
メ
ル
ト
ン
編

　
「
肚
會
學
的
分
析
」
（
生
田
正
輝
）
、
　
マ
ル
セ
ル
・
ワ
リ
ン
著
「
個
人
主
義

　
と
法
」
（
大
山
正
武
）

第
二
十
五
巻
（
昭
和
二
十
七
年
度
）

第
贈
號



儲
‘
1
属

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
治
世
と
フ
f
カ
：
の
政
治
思
想
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
政
寛

－
長
命
君
主
論
（
三
）
ー

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
椹
優
位
制
の
研
究
　
　
　
　
　
檜
　
山
　
武
　
夫

　
　
第
二
部
　
司
法
灌
優
位
制
の
確
立

　
O
資
料
　
中
國
共
産
窯
に
關
す
る
資
料
（
及
川
恒
忠
）
、
最
近
の
ド
イ
ッ
笏

　
働
立
法
に
於
け
る
「
一
般
的
拘
束
力
宣
言
」
（
正
田
彬
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
佐
野
學
著
「
共
産
主
義
職
雫
論
」
（
中
村
菊
男
）
、
黎
乃
酒
著
「
辛
亥
革
命

　
與
震
世
凱
」
（
石
川
忠
雄
）
、
大
濱
信
泉
著
「
改
正
會
肚
法
概
論
」
（
米
津

　
和
子
）

　
第
二
號

公
共
企
業
勢
働
法
の
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
－
郎

　
－
螢
働
法
に
お
け
る
公
共
企
業
概
念
に
つ
い
て
1

到
例
法
に
お
け
る
「
法
」
の
護
見
　
李
良

　
ー
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
の
所
読
を
中
心
と
し
て
i

　
O
資
料
　
エ
ス
パ
ニ
ヤ
國
基
本
法
（
試
課
）
（
一
）
（
大
山
正
武
）
　
O
紹

　
介
と
批
許
　
ミ
ツ
チ
エ
ル
・
ウ
エ
ン
デ
ル
著
「
蓮
邦
裁
判
所
と
州
裁
剣
所

　
と
の
關
係
」
（
李
良
）
、
蜷
山
政
道
氏
他
撒
氏
著
「
近
代
國
家
論
／
第
」
部

　
灌
カ
ー
」
（
多
田
眞
鋤
）
　
O
研
究
畿
表
會
記
事

　
第
三
號

明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
1
「
徒
刑
之
法
」
及
び
「
刑
法
内
則
」
を
中
心
と
し
て
ー

第
二
次
護
憲
蓮
動
の
意
義
　
　
　
　
　

中
村
菊
男

　
O
資
料
　
エ
ス
パ
ニ
ヤ
國
基
本
法
（
二
・
完
）
（
大
山
正
武
）
　
O
紹
介
と

　
批
評
　
日
本
法
哲
學
會
編
「
私
法
の
理
論
－
家
族
・
財
産
・
企
業
」
（
田

　
中
實
）
、
R
・
ク
ロ
ス
、
P
・
A
・
ジ
ョ
ー
ソ
ズ
共
著
「
刑
法
入
門
」
「
刑

　
法
到
例
集
」
（
中
谷
理
子
）
、
松
田
二
郎
著
「
會
吐
法
概
論
」
（
米
津
昭
子
）

　
第
四
號

ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
守
　
胤

新
株
引
受
権
に
關
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

　
O
資
料
　
ハ
ン
キ
ー
卿
の
職
雫
責
任
論
ー
蓮
合
國
の
無
條
件
降
伏
政
策
と

　
職
箏
裁
到
の
批
到
ー
（
一
）
（
内
山
正
熊
）
　
○
紹
介
と
批
評
　
ア
ン
ド
レ

　
ニ
・
ル
ウ
ア
ス
、
ポ
ー
ル
・
デ
ュ
ア
ラ
ン
共
著
「
産
業
立
法
提
要
」
（
阿
久

　
澤
麺
夫
）
、
關
嘉
彦
著
「
英
國
吐
會
主
義
ー
螢
働
窯
の
理
論
家
た
ち
ー
」

　
（
中
村
菊
男
）
、
E
・
ヘ
ル
フ
リ
ッ
ツ
著
「
一
般
國
法
學
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
第
五
號

ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
守
　
胤

　
○
資
料
　
エ
ジ
プ
ト
國
籍
法
（
一
九
五
〇
年
九
月
一
八
日
法
律
第
百
六
〇

　
號
）
（
須
藤
次
郎
）
、
ハ
ン
キ
ー
卿
の
職
雫
責
任
論
f
蓮
合
國
の
無
條
件
降

　
伏
政
策
と
職
箏
裁
判
の
批
到
1
（
二
・
完
）
（
内
山
正
熊
）
、
目
本
管
理
資
料

　
（
五
）
　
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
冒
ス
コ
オ
・
パ
ウ
ン

　
ド
著
「
法
の
新
し
い
路
」
（
大
山
正
武
）

　
第
六
號

民
事
訴
訟
に
お
け
る
眞
實
義
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
東
　
　
乾

『
法
學
研
究
』
既
刊
線
目
次
一
覧

二
一

（
一
〇
四
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
費

二
二

（
一
〇
四
四
）

國
民
革
命
と
フ
ラ
ン
コ
憲
法
　
　
　
　
　
大
山
正
武

勢
働
協
約
の
「

地
域
的
一
般
的
拘
束
力
」
に
つ
い
て
　
　
正
　
　
田
　
　
彬

　
○
紹
介
と
批
評
　
ジ
エ
イ
ム
ズ
著
「
イ
ギ
リ
ス
法
入
門
」
（
李
良
）
　
0
研

　
究
會
記
事

　
第
七
號

使
用
者
の
雫
議
行
爲
．
　
　
　
　
　
　
峯
村
光
郎

　
ー
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
法
理
ー

反
致
論
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　

須
藤
次
郎

　
O
資
料
　
日
本
管
理
資
料
（
五
の
綾
き
・
完
）
（
外
務
省
特
別
資
料
課
）

　
O
紹
介
と
批
許
　
矢
部
貞
治
編
著
「
近
衛
文
鷹
」
（
中
村
菊
男
）
、
シ
ェ
ン

　
ケ
著
「
灌
利
保
護
の
必
要
」
（
伊
東
乾
）
、
H
・
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
著
「
國

　
際
法
と
人
灌
」
　
（
中
村
洗
）

　
第
八
號

人
工
授
精
と
そ
の
法
律
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

家
族
の
法
理
か
ら
み
た
「
人
工
授
精
」
の
問
題
　
　
　
　
田
　
中
　
　
實

　
ー
「
人
工
授
精
」
に
お
け
る
合
理
性
と
不
合
理
性
ー

人
工
授
精
に
關
す
る
法
律
上
の
若
干
問
題
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
次
郎

　
O
紹
介
と
批
許
　
關
根
正
雄
著
「
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
文
化
史
」
（
石
井
良

　
博
）
、
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ク
・
著
コ
七
五
〇
年
以
後
の
政
治
關
係
の
襲

　
達
」
（
大
山
正
武
）
　
O
研
究
會
記
事

　
第
九
號

紛
雫
の
解
決
と
具
髄
法
　
　
　
　
　
伊
東
　
乾

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
司
法
樺
優
位
制
の
研
究
　
　
　
　
　
檜
　
山
　
武
　
夫

　
　
第
三
部
　
司
法
灌
優
位
制
の
役
割

　
O
資
料
　
ド
ナ
ウ
河
の
航
行
制
度
（
前
原
光
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
ル
フ

　
ェ
ー
ブ
ル
著
・
鈴
木
泰
李
課
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
ー
八
九
年
ー
」
（
伊
藤
政

　
寛
）
、
T
・
H
・
グ
リ
ー
ン
著
・
北
岡
勤
課
「
政
治
義
務
の
原
理
」
（
多
田

　
眞
鋤
）

　
第
＋
號

民
法
典
論
雫
の
性
格
　
　
　
　
　
　

中
村
菊
男

株
式
の
自
由
譲
渡
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

　
O
資
料
　
ド
イ
ッ
民
主
主
義
共
和
國
（
東
猫
）
憲
法
原
文
　
O
紹
介
と
批

　
許
　
青
山
道
夫
著
「
近
代
家
族
法
の
研
究
」
（
田
中
實
）
、
ラ
ル
フ
・
リ
ン

　
ト
ソ
著
・
清
水
幾
太
郎
、
犬
養
康
彦
課
「
文
化
人
類
學
」
（
生
田
正
輝
）

　
第
十
剛
・
十
二
合
併
號
（
三
十
周
年
記
念
特
別
號
）

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
レ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
卓
　
造

失
踪
宣
告
と
婚
姻
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
池
　
隆
　
一

リ
ン
コ
ソ
の
Q
O
〈
Φ
国
買
昌
Φ
昌
叶
O
琉
け
げ
Φ
も
Φ
o
甘
Φ
の
音
心
味
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
　
田
　
江
　
衣

　
ー
蜷
山
政
道
氏
の
異
論
に
答
ふ
ー

聾
臣
秀
吉
の
到
外
政
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
　
宮
　
　
　
新

職
後
に
於
け
る
ド
イ
ッ
の
農
地
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

英
國
に
於
け
る
船
主
責
任
制
限
の
概
観
　
　
　
　
　
　
島
　
谷
　
英
　
郎

自
然
法
と
實
定
法
　
　
　
　
　
　
　
峯
村
光
郎



明
治
初
年
の
拷
問
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
ー
そ
の
慶
止
過
程
の
一
研
究
ー

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
論
箏
（
一
七
九
一
ー
一
八
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
守
　
胤

　
O
法
學
研
究
三
〇
年
の
同
顧
（
前
原
光
雄
）
　
O
「
法
學
研
究
」
既
刊
総

　
目
次
一
覧

　
第
二
十
六
巻
（
昭
和
二
十
八
年
度
）

　
第
一
號

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
脛
濟
的
側
面
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

　
1
そ
の
商
業
性
と
濁
占
、
集
中
化
に
つ
い
て
i

脛
濟
法
の
祉
會
法
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
田
　
　
彬

　
1
そ
の
生
成
と
問
題
鮎
I

　
O
資
料
　
明
治
初
年
の
死
刑
数
（
手
塚
豊
）
O
紹
介
と
批
評
　
内
山
正
熊

　
著
「
國
際
政
治
學
序
説
」
（
中
澤
精
次
郎
）
、
ジ
ェ
ニ
ソ
グ
ス
著
「
地
方
行

　
政
法
論
」
（
金
子
芳
雄
）
　
O
研
究
會
記
事

　
第
二
號

奮
民
法
と
其
の
性
格
　
　
　
　
　
　

中
村
菊
男

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
　
良

ハ
リ
ー
フ
ァ
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
峰
四
郎

　
○
紹
介
と
批
評
　
日
本
新
聞
協
會
編
、
蝋
山
政
道
、
宮
澤
俊
義
、
小
野
秀

　
雄
其
他
著
「
新
聞
の
自
由
」
（
生
田
正
輝
）
、
サ
ム
エ
ル
・
ヘ
ソ
デ
ル
著
「
チ

　
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
と
目
璽
局
裁
到
所
」
（
李
良
）
　
O
研

　
究
會
記
事

　
第
三
號
（
商
法
特
集
號
）

取
締
役
會
の
灌
限
を
僥
る
二
三
の
問
題
　
　
　
津
田
利
治

株
主
名
簿
の
閉
鎖
と
基
準
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

「
特
定
の
第
三
者
」
の
新
株
引
受
灌
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
　
水
　
　
新

　
O
資
料
　
商
法
再
改
正
に
關
す
る
各
界
の
意
見
　
商
法
部
會
報
告
資
料
・

　
改
正
會
吐
法
の
問
題
馳
（
大
隅
健
一
郎
・
大
森
忠
夫
）
、
株
式
會
肚
法
改
正

　
意
見
（
東
京
商
工
會
議
所
）
、
商
法
改
正
要
望
書
（
日
本
造
艦
工
業
會
）
、

　
商
法
中
一
部
改
正
要
望
書
（
東
京
株
式
懇
話
會
）
、
新
會
吐
法
に
封
す
る
改

　
正
意
見
（
關
西
脛
濟
連
合
會
）
、
商
法
改
正
要
望
書
（
大
阪
株
式
事
務
懇
談

　
會
）
、
商
法
中
緊
急
改
正
問
題
に
關
す
る
意
見
（
纒
濟
團
髄
蓮
合
會
）
、
商

　
法
再
改
正
に
關
す
る
意
見
書
（
慶
懸
義
塾
大
學
法
學
部
商
法
研
究
會
）
、
商

　
法
改
正
の
要
望
に
關
す
る
照
會
（
法
務
省
）

　
第
四
號

ア
メ
リ
カ
鐵
道
産
業
關
係
勢
働
立
法
の
研
究
　

川
田
　
諄

ア
メ
リ
カ
の
移
民
政
策
（
三
・
完
）
　
　
　
　
藤
原
守
胤

會
吐
の
目
的
外
の
行
爲
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
津
　
昭
　
子

　
O
資
料
　
中
華
人
民
共
和
國
全
國
人
民
代
表
大
會
及
び
地
方
各
級
人
民
代

　
表
大
會
選
撃
法
（
石
川
忠
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
山
中
康
雄
著
「
供
託
論
」

　
（
小
池
隆
一
）
、
E
・
H
・
カ
ー
著
「
新
し
い
世
界
」
（
内
山
正
熊
）
、
フ
ェ

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
篭

二
三
　
　
（
一
〇
四
五
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
衣
一
覧

　
ア
ド
ロ
ス
著
「
國
際
法
」
（
中
村
洗
）

　
第
五
號

政
窯
と
選
墨
旺
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
守
胤

　
i
二
大
政
窯
制
の
確
立
の
た
め
に
小
選
學
厘
制
の
探
用
を

　
　
　
提
唱
す
ー

ヨ
シ
ア
王
の
宗
教
改
革
と
申
命
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

　
0
資
料
　
ブ
ラ
ジ
ル
國
際
私
法
規
定
（
須
藤
次
郎
）
O
紹
介
と
批
評
　
峯

　
村
光
郎
著
「
臨
時
工
1
そ
の
實
際
と
法
律
問
題
1
」
（
川
田
壽
）
、
F
．
フ

　
ェ
デ
リ
チ
編
著
「
濁
逸
自
由
主
義
ー
カ
ン
ト
よ
り
マ
ン
に
至
る
政
治
理
念

　
の
展
開
1
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
第
六
號

漁
村
の
人
口
問
題
（
試
論
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
ー
千
葉
縣
九
十
九
里
濱
滑
岸
漁
村
を
中
心
と
し
て
ー

目
富
竃
Φ
一
旨
國
①
。
・
ε
旨
菖
目
9
民
爵
Φ
9
拐
彗
g
試
o
轟
一

　
U
Φ
〈
Φ
H
暑
ヨ
Φ
旨
o
協
鼠
葛
目
一
G。
①
。。
山
。
。
謡
　
　
O
・
レ
臼
・
切
Φ
。
犀
営
㊤
昌
昌

　
O
資
料
　
和
歌
山
藩
國
律
（
手
塚
豊
）
O
紹
介
と
批
評
　
H
・
C
・
ホ
ウ

　
キ
ソ
ス
著
「
通
商
條
約
及
び
協
定
－
原
則
と
實
行
ー
」
（
前
原
光
雄
）
、
今

　
泉
孝
太
郎
著
「
改
訂
新
物
灌
法
論
」
（
宮
崎
俊
行
）

　
第
七
號

李
立
三
コ
ー
ス
間
題
の
一
考
察
（
丁
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
忠
　
雄

・
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
「
憲
法
の
擁
護
者
」
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
泰
　
李

　
O
資
料
　
厭
州
防
衛
共
同
膿
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約
（
中
村
況
）
O
紹

二
四
　
　
（
一
〇
四
六
）

　
介
と
批
評
　
山
崎
丹
照
著
「
内
閣
論
」
（
金
子
芳
雄
）
、
猪
木
正
道
著
「
政

　
治
攣
動
論
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
第
八
號

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
關
す
る
政
治
的
封
策
　
生
　
田
　
正
　
輝

株
式
申
込
謹
族
金
領
牧
謹
の
法
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

我
が
國
地
方
制
の
攣
遽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
芳
　
雄

　
O
紹
介
と
批
評
　
K
・
マ
ー
テ
ィ
ン
著
「
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
」
（
伊
藤

　
政
寛
）
、
李
場
安
治
著
「
刑
法
絡
論
講
義
」
（
中
谷
理
子
）

　
第
九
號

公
共
の
福
祉
と
螢
働
基
本
灌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

　
ー
ス
ト
規
制
の
限
界
に
つ
い
て
の
法
理
－

英
米
刑
法
に
お
け
る
故
意
、
過
失
　
　
　
　
青
柳
文
雄

李
立
三
コ
ー
ス
問
題
の
｝
考
察
（
二
・
完
）
　
　
石
川
忠
雄

　
O
資
料
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
A
占
ブ
ソ
ン
教
授
編
「
國
有
産
業
の
諸
問
題
」

　
（
英
國
）
の
概
要
（
中
村
恵
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
小
池
隆
一
著
「
民
法
概

　
読
」
（
今
泉
孝
太
郎
）
、
西
村
信
雄
著
「
纈
績
的
保
謹
の
研
究
」
（
田
中
實
）

　
O
研
究
會
記
事

　
第
＋
號

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
1
そ
の
生
成
と
性
格
－

自
由
裁
量
庭
分
に
封
す
る
到
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
精
　
一



代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
山
　
正
　
武

　
O
紹
介
と
批
許
沼
田
稻
次
郎
著
「
市
民
法
と
吐
會
法
」
（
峯
村
光
郎
）
、

　
中
村
菊
男
著
「
近
代
日
本
と
繭
澤
識
吉
」
（
富
田
正
文
）

　
第
＋
嗣
號

英
米
法
に
お
け
る
制
定
法
解
麗
と
先
例
　
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
　
良

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
治
世
と
フ
ー
カ
ー
の
政
治
思
想
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
政
　
寛

　
ー
長
命
君
主
論
三
f

　
O
資
料
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
法
典
草
案
中
の
國
際
私
法
規
定
（
須
藤
次
郎
）

　
O
紹
介
と
批
評
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ノ
ー
ト
「
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の
士
師
』
の
職

　
務
」
（
石
井
良
博
）
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
著
「
國
際
法
原
理
」
（
中
村
況
）

　
第
＋
二
號

い
わ
ゆ
る
纏
績
的
債
槽
（
契
約
）
關
係
の
一
考
察

ー
と
く
に
解
約
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ー

ニ
コ
ラ
イ
・
ベ
ス
ト
ゥ
ー
ジ
ェ
ス
に
つ
い
て
（
試
論
）

i
あ
る
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
思
想
ー

O
紹
介
と
批
許
　
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
、
ベ
レ
ル

「
人
々
は
如
何
に
し
て
大
統
領
を
選
ぶ
か
」

著
、
西
村
貞
二
課
「
権
力
思
想
史
」
（
多
田
眞
鋤
）

第
二
十
七
巻
（
昭
和
二
十
九
年
度
）

第
陶
號

田
　
　
中

實

中
澤
精
次
郎

　
　
ソ
ン
、

（
生
田
正
輝
）
、

ガ
ァ
ウ
デ
ッ
ト

G
・
リ
ッ
タ
ー

國
際
蓮
合
と
國
際
李
和
　
　
　
　
　
　
前
原
光
雄

不
動
産
物
灌
二
重
護
渡
の
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
俊
　
行

　
O
資
料
　
比
較
憲
法
の
方
法
ー
ミ
ル
キ
イ
ヌ
・
ゲ
ツ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
考
え

　
方
ー
（
大
山
正
武
）
O
紹
介
と
批
評
　
ロ
バ
ー
ト
・
c
・
ノ
ー
ス
著
「
國

　
民
黛
と
中
國
共
産
蕪
の
指
導
者
」
（
石
川
忠
雄
）
、
峯
村
光
郎
、
有
泉
亨
共

　
著
「
公
勢
法
・
地
公
螢
法
」
（
川
田
壽
）
　
O
受
購
書
主
要
文
賦
目
録

　
第
二
號

初
期
議
會
と
星
亨
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

奈
良
時
代
の
婚
姻
年
齢
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
利
光
三
津
夫

人
類
學
と
脛
濟
學
と
の
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
山
　
桂
　
三

　
〇
資
料
　
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
剣
管
轄
灌
に
つ
い
て
ー

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
判
所
の
到
決
を
中
心
と
し
て
ー
（
中
村
況
）
　
O
紹
介
と

　
批
評
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
シ
ー
グ
ル
著
「
法
・
敷
果
の
な
い
學
問
」
（
李
良
）

　
O
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
三
號

名
義
書
換
の
失
念
と
増
資
新
株
の
露
馬
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

イ
ギ
リ
ス
初
期
議
會
に
於
け
る
Q
o
日
日
o
塁
の
地
域
的
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
敬
一
郎

　
ー
第
十
三
世
紀
末
よ
り
第
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ー

濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
多
　
田
　
眞
　
鋤

　
O
資
料
　
ソ
蓮
邦
憲
法
第
一
二
六
條
の
改
正
に
つ
い
て
（
中
澤
精
次
郎
）

　
O
紹
介
と
批
許
　
小
池
隆
一
著
「
債
灌
法
総
論
」
（
田
中
實
）
、
シ
ュ
パ
ン

『
法
學
研
究
』
既
刊
穂
目
次
一
鷺

二
五

（
一
〇
四
七
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
鷺

二
六
　
　
（
一
〇
四
八
）

　
ナ
ー
著
「
法
令
の
司
法
審
査
」
（
田
口
精
一
）
、
ユ
ル
ス
タ
ー
著
一
孚
議
権

　
と
雫
議
法
」
（
阿
久
澤
縮
夫
）
○
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
四
號

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
哲
學
と
そ
の
實
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

濁
占
禁
止
法
改
正
と
「
公
共
の
幅
阯
」
　
　
　
　
　
　
　
正
　
田
　
　
彬

　
O
資
料
　
明
治
十
一
年
民
法
草
案
の
一
部
ー
第
三
編
第
二
雀
「
生
存
中
ノ

　
贈
遺
及
ヒ
遺
鰯
ノ
贈
遺
」
1
（
手
塚
豊
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
石
井
照
久
編

　
著
「
註
解
株
式
會
肚
法
」
第
一
雀
設
立
（
津
田
利
治
）
、
J
・
A
・
G
・
グ

　
リ
ィ
フ
ィ
ス
、
E
・
ス
ト
リ
ー
ト
共
著
「
行
政
法
論
」
（
金
子
芳
雄
）
　
○

　
受
賂
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
五
號

イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
に
於
け
る
メ
シ
ア
思
想
の
展
開
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

初
期
議
會
と
星
亨
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
資
料
　
新
中
國
選
塁
法
に
關
す
る
資
料
（
石
川
忠
雄
）
O
紹
介
と
批
許

　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ィ
・
グ
レ
ー
ジ
ア
著
「
政
治
學
綱
要
」
（
大
山
正
武
）
、

　
F
・
ヴ
ァ
ル
ヤ
ヴ
ェ
ク
著
「
猫
逸
に
お
け
る
政
治
思
潮
の
成
立
」
1
一
七

　
七
〇
年
か
ら
一
八
一
五
年
迄
の
諸
問
題
ー
」
（
多
田
眞
鋤
）
　
O
受
贈
書
主

　
要
文
獣
目
録

第
六
號

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
過
程
の
民
主
化
と
そ
の
現
代
的
慣
行
の
成
立

　
（
一
八
一
〇
ー
一
八
四
〇
）
　
　
　
　
　
藤
原
守
胤

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
槽
（
二
）
手
　
塚
　
　
豊

　
ー
そ
の
生
成
と
性
格
i

　
O
紹
介
と
批
評
　
田
中
實
著
「
親
族
法
・
相
績
法
」
（
今
泉
孝
太
郎
）
、
「
史

　
學
」
第
二
十
七
雀
第
二
、
三
號
ー
慶
鷹
義
塾
史
研
究
特
集
ー
（
中
村
菊
男
）
、

　
米
谷
隆
三
著
「
約
款
法
の
理
論
」
（
米
津
昭
子
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目

　
録

　
第
七
號

ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と
し
た
智
島
9
巴
冨
辛
日
畏
置
㎎
に
關
す
る

序
論
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
良

海
洋
の
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
督

　
i
そ
の
歴
史
的
、
理
論
的
考
察
I

　
O
紹
介
と
批
評
　
「
民
事
訴
訟
碓
誌
」
第
一
號
と
「
民
事
訴
訟
法
講
座
」

　
第
一
雀
（
伊
東
乾
）
、
青
柳
文
雄
著
「
全
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論
」
上
、
下

　
（
中
谷
瑛
子
）
、
D
・
ワ
ル
ド
i
編
「
行
政
學
論
集
」
（
關
口
謙
司
）
　
O
受

　
贈
書
主
要
文
献
目
録

　
第
八
號

大
革
命
敗
退
直
後
に
お
け
る
中
國
共
産
黛
に
つ
い
て
　
石
川
忠
雄

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
（
コ
丁
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

1
そ
の
生
成
と
性
格
ー

　
O
紹
介
と
批
許
　
イ
ン
ケ
レ
ス
著
「
ソ
ヴ
ェ
ト
占
シ
ヤ
の
世
論
」
（
生
田



　
正
輝
）
、
淺
賀
榮
著
「
行
政
訴
訟
の
諸
間
題
ー
到
例
を
中
心
と
し
た
ー
」

　
（
金
子
芳
雄
）
、
原
田
慶
吉
著
・
石
井
良
助
編
　
「
日
本
民
法
典
の
史
的
素

　
描
」
（
人
見
康
子
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
九
號

信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
實

　
－
数
人
の
受
託
者
と
信
託
財
産
－

弓
び
Φ
○
一
蒔
臼
o
富
塑
口
山
9
Φ
O
巳
鴨
昌
oo
o
騰
O
o
昌
ω
菖
言
寓
o
昌
巴

　
円
言
目
磯
騨
訂
臼
㊤
b
騨
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
O
Φ
o
H
晩
Φ
蜜
●
国
o
o
一
｛
巨
㊤
昌
ロ

　
O
資
料
　
濁
逸
に
お
け
る
政
治
學
研
究
の
現
況
ー
文
獄
を
中
心
と
し
て
ー

　
（
多
田
眞
鋤
）
　
○
紹
介
と
批
評
　
ム
ン
ツ
著
「
思
想
史
上
に
お
げ
る
フ
ー

　
カ
ー
の
位
置
」
（
伊
藤
政
寛
）
、
中
村
宗
雄
著
「
破
産
法
原
論
」
（
宮
崎
俊

　
行
）
、
清
水
新
著
「
商
法
概
要
」
（
米
津
昭
子
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
＋
號

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

初
期
議
會
と
星
亨
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

國
際
法
に
お
け
る
取
得
時
効
と
公
海
海
床
の
領
有
（
一
）
中
　
村
　
　
況

　
O
資
料
　
「
法
の
精
神
」
獲
刊
二
百
年
祭
記
念
論
文
集
ー
モ
ン
テ
ス
キ
ュ

　
ー
の
政
治
・
憲
法
思
想
ー
（
大
山
正
武
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
谷
口
知
李
著

　
「
親
族
法
」
（
田
中
實
）
、
リ
ヤ
サ
ノ
フ
ス
キ
イ
著
「
ス
ラ
ヴ
派
の
教
説
に

　
現
れ
た
ロ
シ
ヤ
と
西
厭
又
中
澤
精
次
郎
）
　
0
受
贈
書
主
要
文
賦
目
録

　
第
＋
陶
號

明
治
初
年
の
神
奈
川
縣
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
ー
新
律
綱
領
施
行
以
前
の
臨
時
刑
法
典
と
徒
刑
制
度
ー

期
待
可
能
性
の
理
論
に
關
す
る
一
考
察
（
一
）
　
　
　
　
中
　
谷
　
理
　
子

　
－
抽
象
的
期
待
可
能
性
と
具
膣
的
期
待
可
能
性
－

國
際
法
に
お
け
る
取
得
時
効
と
公
海
海
床
の
領
有
（
二
）
中
　
村
　
　
況

　
O
紹
介
と
批
評
　
關
嘉
彦
著
「
英
國
螢
働
窯
の
吐
會
主
義
政
策
」
（
中
村
菊

　
男
）
、
　
ヘ
レ
ン
・
カ
ム
、
そ
の
他
著
「
中
世
代
表
制
の
理
論
と
實
際
」
（
森

　
岡
敬
一
郎
）

　
第
＋
二
號

謹
劣
所
持
人
の
同
叫
性
に
關
す
る
調
査
義
務
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

國
際
法
に
お
け
る
取
得
時
効
と
公
海
海
床
の
領
有
（
三
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
洗

期
待
可
能
性
の
理
論
に
關
す
る
一
考
察
（
二
・
完
）
　
　
中
　
谷
　
理
　
子

　
i
抽
象
的
期
待
可
能
性
と
具
艦
的
期
待
可
能
性
I

　
O
資
料
　
奮
民
法
（
財
産
編
・
財
産
取
得
編
前
牛
・
債
権
捲
保
編
・
鐙
擦

　
編
）
審
査
元
老
院
會
議
筆
記
（
手
塚
豊
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
デ
ュ
ポ
ン
・

　
ソ
メ
ー
ル
著
「
ク
ム
ラ
ン
の
ユ
グ
ヤ
教
團
と
エ
ッ
セ
ネ
派
ー
死
海
爲
本
に

　
關
す
る
新
研
究
1
」
（
石
井
良
博
）
、
　
エ
ド
ォ
ァ
ー
ド
・
ド
レ
ェ
ァ
ン
著

　
「
螢
働
蓮
動
史
」
（
阿
久
澤
鉋
夫
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
蹴
目
録

　
第
二
十
八
巻
（
昭
和
三
十
年
度
）

　
第
一
號

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

二
七
　
　
（
一
〇
四
九
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
家
，
一
費

ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
　
　
　
　
藤
原
守
胤

奮
民
法
と
民
法
典
論
雫
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
O
資
料
　
奮
民
法
（
財
産
編
・
財
産
取
得
編
前
牛
・
債
樺
捲
保
編
・
謹
擦

　
編
）
審
査
樋
密
院
會
議
筆
記
（
手
塚
豊
）
　
○
紹
介
と
批
評
　
小
池
隆
一

　
著
「
身
分
法
概
説
」
（
人
見
康
子
）
、
蝋
山
政
道
編
「
政
蕪
」
（
多
田
眞
鋤
）

　
0
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
二
號

競
費
手
綾
と
公
信
的
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
東
　
　
乾

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
能
率
概
念
を
中
心
と
す
る
」
行
政
學
の
攣
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
　
口
　
謙
司

奈
良
時
代
に
お
け
る
封
物
徴
牧
手
績
に
つ
い
て
　
　
利
光
三
津
夫

　
○
紹
介
と
批
評
　
鈴
木
安
藏
編
「
憲
法
學
の
課
題
」
（
大
山
正
武
）
、
伊
藤

　
正
巳
著
「
イ
ギ
リ
ス
公
法
の
原
理
」
（
金
子
芳
雄
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獣

　
目
録

　
第
三
號

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
媒
騰
と
し
て
の
ラ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
罐
受
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
　
良

　
O
資
料
　
中
華
人
民
共
和
國
憲
法
及
び
四
組
織
法
（
及
川
恒
忠
、
石
川
忠

　
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
國
際
法
學
會
編
「
國
際
法
講
座
一
（
中
村
洗
）
、

　
大
隅
健
一
郎
著
「
全
訂
會
吐
法
論
上
巻
」
（
米
津
昭
子
）
　
O
受
贈
書
主
要

　
文
獣
目
録

二
八
　
　
（
一
〇
五
〇
）

　
第
四
號

裁
到
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
精
　
一

「
三
月
革
命
前
期
」
　
（
＜
9
目
餌
旨
）
に
お
け
る
濁
逸
自
由
主
義
思
想
に

　
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
　
田
　
眞
　
鋤

　
i
男
ρ
U
P
乞
日
騨
昌
目
を
中
心
と
し
て
1

目
ゴ
Φ
U
Φ
】
β
O
O
U
四
菖
O
冒
O
く
Φ
唐
Φ
口
“
即
昌
画
“
ゲ
Φ
　
O
O
目
の
註
貯
仁
菖
O
冨
巴

　
用
o
一
一
〇
矧
o
地
け
ゲ
Φ
oQ
黒
m
q
目
甲
O
ぎ
魯
仁
O
一
蒔
胃
o
房
一
〇
〇
蕊
山
o
o
o
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
。
冒
●
国
Φ
O
屏
唐
帥
目
目

　
O
資
料
　
明
治
前
期
の
養
子
反
封
論
（
手
塚
豊
）
　
0
紹
介
と
批
評
　
ラ
ー

　
ト
ブ
ル
ッ
フ
「
法
の
ブ
レ
ビ
エ
」
（
ラ
！
ト
ブ
ル
ッ
フ
研
究
會
）
、
フ
ィ
フ

　
ナ
ー
、
プ
レ
ス
タ
ス
共
著
「
行
政
學
」
（
關
口
謙
司
）
　
O
受
贈
書
主
要
文

　
獣
目
録

　
第
五
號

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
革
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
守
　
胤

　
i
ニ
ュ
i
・
デ
ィ
ー
ル
の
政
治
的
影
響
－

大
灌
令
状
寄
臼
o
騎
㊤
寓
お
≦
鼠
宏
に
つ
い
て
　
　
　
金
　
子
　
芳
　
雄

農
家
相
績
制
度
の
進
路
　
　
　
　
　
　
宮
崎
俊
行

　
O
紹
介
と
批
評
　
中
川
善
之
助
編
「
民
法
演
習
判
例
集
」
親
族
・
相
綾
編

　
（
田
中
實
）
、
O
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
著
「
イ
ギ
リ
ス
法
入
門
」
（
李
良
）

　
0
受
贈
書
主
要
文
献
目
録

　
第
六
號

財
産
分
與
の
一
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
實



量
，
9
ー

　
ー
と
く
に
内
縁
解
消
と
財
壼
分
與
ー

有
贋
讃
雰
の
取
得
行
爲
の
環
疵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

反
致
論
を
め
ぐ
つ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
脇
ト
シ
子

　
O
紹
介
と
批
許
　
關
根
正
雄
・
内
田
芳
明
土
ハ
著
「
奮
約
宗
教
の
祉
會
學
的

　
背
景
ー
ウ
ェ
ー
バ
，
ー
『
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
』
研
究
i
」
（
石
井
良
博
）
、
シ
ュ

　
ナ
イ
ダ
ー
著
「
裁
到
を
う
け
な
い
高
灌
行
爲
」
（
田
口
精
一
）
、
入
江
啓
四

　
郎
著
「
國
際
公
法
」
（
中
村
洗
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
七
號

條
約
改
正
と
民
法
典
論
孚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
ー
特
に
大
隈
重
信
の
條
約
改
正
と
關
蓮
し
て
i

財
産
分
與
の
一
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　

田
中
實

　
ー
と
く
に
内
縁
解
消
と
財
産
分
與
ー

肖
ご
Φ
O
o
葛
試
ε
試
o
昌
巴
U
Φ
げ
暮
Φ
首
匂
㊤
b
鱒
昌
一
〇〇
〇
〇
一
ム
oo
o
o
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
Φ
O
N
隔
㎎
Φ
ぎ
。
　
一
切
①
O
犀
唐
即
冒
昌

　
O
資
料
　
奮
民
法
成
立
渦
程
に
お
け
る
離
婚
後
の
養
料
給
付
規
定
（
田
中

　
實
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
W
・
W
・
ロ
ス
ト
ウ
著
「
共
産
中
國
の
見
通
し
」

　
（
石
川
忠
雄
）
、
田
上
穣
治
著
「
行
政
法
網
論
」
（
金
子
芳
雄
）
、
W
・
ミ
ッ

　
テ
ル
マ
イ
エ
ル
著
「
行
刑
學
」
（
宮
澤
浩
一
）
　
0
受
贈
書
主
要
文
蔵
目
録

　
第
八
號
（
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
特
集
號
）

ラ
！
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
に
つ
い
て
　
　
　
宮
崎
澄
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
瑛
　
子

ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
墓
朱
及
理
由
書
　
　
　
　
　
　
宮
澤
　
浩
　
一

　
〇
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
九
號

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
養
子
制
度
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
　
塚
　
　
豊

　
ー
そ
の
生
成
と
性
格
ー

公
海
の
自
由
と
定
着
漁
業
の
法
理
（
一
）
　
　
中
村
　
洗

　
0
資
料
　
デ
ン
マ
ー
ク
人
工
授
精
法
案
（
田
中
實
・
人
見
康
子
）
　
O
紹
介

　
と
批
許
　
蟻
山
政
道
・
鵜
飼
信
成
・
辻
清
明
・
川
原
家
吉
郎
・
中
村
菊
男

　
編
「
総
選
學
の
實
態
」
（
生
田
正
輝
）
、
ポ
ッ
パ
ー
著
「
開
い
た
瀧
會
と
そ

　
の
敵
封
者
達
」
第
一
雀
プ
ラ
ト
ー
ン
の
魔
力
（
石
井
良
博
）
、
熊
谷
開
作
著

　
「
目
本
近
代
法
の
成
立
」
（
向
井
健
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
隙
目
録

　
第
＋
號

奮
民
法
と
明
治
民
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
ー
星
野
通
教
授
を
駁
す
ー

明
治
二
十
三
年
民
法
（
蕾
民
法
）
に
お
け
る
養
子
制
度
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
豊

　
！
そ
の
生
成
と
性
格
ー

公
海
の
自
由
と
定
着
漁
業
の
法
理
（
二
・
完
）
　
　
　
　
中
　
村
　
　
況

　
O
紹
介
と
批
評
　
吉
富
重
夫
著
「
政
治
的
統
一
の
理
論
」
（
多
田
眞
鋤
）
、

　
ノ
ウ
ル
ズ
著
「
ス
ト
ラ
イ
キ
ー
笏
働
箏
議
の
研
究
」
（
川
口
實
）
　
O
受
賂

　
書
主
要
文
甑
目
録

　
第
＋
一
號

第
一
家
國
共
合
作
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
　
　
　
　
石
川
忠
雄

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
鷺

二
九
　
　
（
一
〇
五
一
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
鷺

三
〇
　
　
（
一
〇
五
二
）

，
矯
■
■
‘

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
養
子
制
度
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
螢

　
1
そ
の
生
成
と
性
格
ー

　
○
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
犯
罪
少
年
及
び
虜
犯
少
年
の
塵
遇
（
青
柳

　
文
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
中
村
宗
雄
著
「
自
然
科
學
に
範
型
を
求
め
た

　
民
事
訴
訟
理
論
の
再
構
成
」
（
宮
崎
俊
行
）
、
グ
ス
タ
ー
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル

　
ッ
フ
著
・
阿
南
成
一
諜
「
法
哲
學
入
門
」
（
宮
澤
浩
一
）
　
0
受
贈
書
主
要

　
文
獣
目
録

　
第
＋
二
號

大
衆
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
生
田
正
輝

合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
　
　
　
良

　
ー
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ン
事
件
か
ら
エ
リ
ー
鐵
道
會
吐
封

　
　
　
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
ま
で
i

円
ざ
9
蒔
霞
。
富
き
山
§
Φ
9
g
℃
出
即
鉱
8
9
芹
Φ
鼠
＆
一

　
〇
〇
昌
o
o
註
け
暮
一
〇
目
一
c
o
G
。
一
山
o
o
G
。
O
　
　
　
　
　
　
Q
Φ
賃
騎
Φ
竃
●
切
Φ
o
犀
冨
暫
昌
胃

　
○
紹
介
と
批
評
　
G
・
バ
ラ
ク
ラ
フ
著
「
近
代
ド
イ
ッ
の
諸
起
源
」
（
森
岡

　
敬
一
郎
）
、
R
・
H
・
S
・
ク
ロ
ス
マ
ソ
著
、
小
松
春
雄
課
「
政
府
と
人
民
」

　
（
多
田
眞
鋤
）
、
ノ
ー
ベ
ッ
ク
著
「
高
島
」
（
十
時
嚴
周
）
　
○
受
贈
書
主
要

文
獣
目
録

第
二
十
九
巻
（
昭
和
三
十
一
年
度
）

第
剛

・
；
合
簾
（
霧
騨
讐
藷
塁
念
婆
集
）

　
　
板
倉
・
西
本
爾
先
生
近
影
・
著
作
目
録

本
號
襲
刊
の
趣
旨
　
　
　
　
　
　
　
及
川

離
婚
に
よ
る
財
産
分
與
の
性
質
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
小
　
池

ヤ
ク
ブ
汗
國
の
英
露
と
の
關
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英

　
－
中
央
ア
ジ
ア
外
交
史
の
一
節
i

ジ
ョ
ー
ジ
五
世
と
一
九
三
一
年
の
危
機
　
　
　
伊
藤

地
方
小
都
市
の
近
代
化
と
職
業
の
再
編
成
　
　
　
　
　
　
米
　
山

法
の
實
定
性
と
正
當
性
　
　
　
　
　
　
羅
村

新
律
綱
領
の
施
行
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
塚

ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
奴
隷
制
間
題
（
一
八
三
〇
i
一
八
六
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

明
治
中
期
の
政
治
と
星
亨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

李
和
的
共
存
思
想
の
歴
史
的
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

営
事
者
關
輿
の
訴
訟
構
造
と
辮
論
主
義
　
　
　
　
　
　
　
伊

自
動
車
月
賦
販
費
の
若
干
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
1
と
く
に
自
動
車
抵
當
制
度
と
の
關
蓮
に
お
い
て
i

到
例
よ
り
見
た
有
償
謹
雰
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
ア
パ
シ
ロ

政
治
的
無
關
心
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
コ
ン
　
　
　
生

ポ
ン
憲
法
に
お
け
る
肚
會
的
法
治
國
家
に
つ
い
て
　
　
　
田

蓮
邦
の
コ
モ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李

海
港
の
開
放
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

修隆恒

道一忠

　光桂政

豊郎三寛

中東山村原

　　正菊守

實乾熊男胤

ロ
ー
と
エ
リ
ー
鐵
道
會
魅
劉
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
浜
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
　
正
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
正
　
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
精
　
一

原
　
光

雄良



　
○
編
集
後
記

　
第
四
號

懲
戒
構
と
懲
戒
解
雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

民
法
典
論
雫
論
の
脛
過
と
問
題
馳
（
上
）
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

国
賃
一
く
8
国
9
滋
鼻
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
多
　
田
　
眞
鋤

　
ー
U
一
Φ
国
o
房
試
さ
菖
8
に
覗
馳
を
据
え
て
ー

　
O
紹
介
と
批
評
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
L
・
ウ
ォ
ー
カ
i
著
「
共
産
主
義
下
の

　
中
國
ー
そ
の
最
初
の
五
年
間
ー
」
（
石
川
忠
雄
）
、
家
永
三
郎
著
「
革
命
思

　
想
の
先
駆
者
ー
植
木
枝
盛
の
人
と
思
想
1
」
（
向
井
健
）
O
受
贈
書
主
要

　
文
獣
目
録

　
第
五
號

李
立
三
コ
ー
ス
と
・
シ
ア
留
學
生
派
　
　
　
　
石
川
忠
雄

大
化
年
代
の
食
封
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
光
三
津
夫

　
O
資
料
　
公
共
企
業
燈
等
螢
働
關
係
法
の
改
正
法
案
の
成
立
と
批
判
（
峯

　
村
光
郎
）
、
明
治
前
期
に
お
け
る
養
子
論
ー
手
塚
教
授
稿
「
明
治
前
期
の
養

　
子
反
封
論
」
の
補
遺
と
し
て
ー
（
向
井
健
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
力
ー
ル
・

　
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ソ
著
「
近
代
國
家
に
お
け
る
君
主
政
治
」
（
多
田
眞

　
鋤
）
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ノ
ヴ
ァ
コ
ウ
ス
キ
ー
著
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
刑
法

　
綱
要
」
（
宮
澤
浩
一
）
　
O
記
事
　
○
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
六
號

歴
史
的
薄
又
は
歴
史
的
水
域
の
法
理
（
一
）
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
況

　
－
一
九
五
一
年
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
漁
業
事
件
の

　
　
　
國
際
司
法
裁
判
所
判
決
に
關
蓮
し
て
ー

ア
メ
リ
カ
議
會
の
委
員
會
制
度
（
一
）
，
　
　
　
　
　
　
杉
　
野
　
弍
　
男

　
○
資
料
　
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要
難
誌
論
文
目
録
（
一
）

　
（
石
川
忠
雄
）
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
民
共
和
國
憲
法
（
大
山
正
武
）
　
O
紹
介

　
と
批
評
　
今
泉
孝
太
郎
著
「
新
民
法
総
則
」
（
小
池
隆
一
）
、
中
村
菊
男
著

　
「
近
代
日
本
の
法
的
形
成
－
條
約
改
正
と
法
典
編
纂
1
」
（
向
井
健
）
　
O

　
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
七
號

捺
印
の
み
に
よ
る
株
券
の
裏
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
鳥
　
正
　
夫

民
法
典
論
箏
論
の
脛
過
と
問
題
黙
（
中
）
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

ア
メ
リ
カ
議
會
の
委
員
會
制
度
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
杉
　
野
　
弍
　
男

　
O
資
料
　
明
治
九
年
の
養
子
論
雫
と
植
木
枝
盛
ー
「
明
治
前
期
に
お
け
る

　
養
子
論
」
補
考
1
（
向
井
健
）
、
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要

　
難
誌
論
文
目
録
（
二
）
（
石
川
忠
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
中
村
宗
雄
著

　
「
民
法
纏
則
」
（
宮
崎
俊
行
）
、
米
山
桂
三
著
「
吐
會
調
査
ー
螢
働
・
工
場
・

　
漁
村
」
（
十
時
嚴
周
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
八
號

プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
け
る
「
哲
人
王
」
の
理
念
の
成
立
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

民
法
典
論
雫
論
の
脛
過
と
問
題
馳
（
下
）
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男
．

木
下
筒
江
に
お
け
る
近
代
思
想
の
展
開
　
　
　
中
村
勝
範

　
－
日
露
職
雫
前
後
を
中
心
と
し
て
ー

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
覧

三
一

（
一
〇
五
三
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
衣
一
費

三
二

（
一
〇
五
四
）

　
0
資
料
　
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要
雑
誌
論
文
目
録
（
三
）

　
（
石
川
忠
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
谷
口
知
李
著
「
親
子
法
の
研
究
」
　
（
田

　
中
實
）
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ル
フ
ァ
ー
ト
著
、
上
杉
重
三
郎
．
伊
東
勉
共
鐸

　
「
ド
イ
ッ
三
月
革
命
の
研
究
」
（
多
田
眞
鋤
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
蹴
目
録

　
第
九
號

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
媒
腔
と
し
て
の
映
雷
生
田
正
輝

　
1
そ
の
特
質
に
つ
い
て
1

調
停
原
理
の
基
本
的
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
俊
　
行

　
O
資
料
　
奮
民
法
（
財
産
取
得
編
後
雫
・
人
事
編
）
元
老
院
議
定
案
（
手

　
塚
豊
・
中
村
菊
男
）
、
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要
難
誌
論

　
文
目
録
（
四
）
（
石
川
忠
雄
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ド
ゥ
ル

　
カ
イ
著
「
債
灌
の
物
灌
化
」
（
林
脇
ト
シ
子
）
、
中
村
吉
三
郎
著
「
明
治
法

　
制
史
」
増
訂
版
（
向
井
健
）
　
0
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
＋
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
　
男

地
方
選
撃
人
の
政
治
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
勝
　
範

　
ー
三
重
縣
鳥
羽
市
國
崎
町
に
お
け
る
實
態
調
査
i

株
主
及
び
株
主
以
外
の
者
の
新
株
引
受
灌
　
　
　
　
　
　
米
　
津
　
昭
　
子

　
O
賛
料
　
死
刑
慶
止
の
歴
史
（
一
）
1
西
ド
イ
ッ
聯
邦
共
和
國
を
中
心
と

　
し
て
ー
（
宮
澤
浩
一
）
、
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要
鮭
誌
論

　
文
目
録
（
五
）
（
石
川
忠
雄
）
O
紹
介
と
批
許
　
福
島
正
夫
編
「
明
治
民

　
法
の
制
定
と
穗
積
文
書
ー
『
法
典
調
査
會
　
穗
積
陳
重
博
士
關
係
文
書
』

　
の
解
説
・
目
録
お
よ
び
資
料
ー
」
（
手
塚
豊
）
、
フ
リ
ッ
ツ
・
バ
ゥ
ル
著
「
非

　
訟
事
件
」
第
一
雀
手
績
法
絡
論
（
石
川
明
）
　
○
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
＋
剛
號

義
和
團
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
修
　
　
道

　
－
中
國
資
料
に
接
る
義
和
團
事
攣
襲
端
の
研
究
i

歴
史
的
灘
叉
は
歴
史
的
水
域
の
法
理
（
二
）
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
況

　
ー
一
九
五
一
年
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
漁
業
事
件
の

　
　
　
國
際
司
法
裁
到
所
到
決
に
關
連
し
て
ー

　
○
資
料
　
死
刑
塵
止
の
歴
史
（
二
・
完
）
1
西
ド
イ
ッ
聯
邦
共
和
國
を
中

　
心
と
し
て
ー
（
宮
澤
浩
一
）
、
職
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
國
關
係
主
要
雑

　
誌
論
文
目
録
（
六
・
完
）
（
石
川
忠
雄
）
　
○
紹
介
と
批
許
　
・
バ
ー
ト
・

　
レ
ヅ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
著
「
農
民
就
會
と
文
化
ー
文
明
に
つ
い
て
の
人
類
學

　
的
ア
プ
p
ー
チ
ー
」
（
十
時
嚴
周
）
、
民
事
訴
訟
法
學
會
編
「
民
事
訴
訟
法

　
講
座
」
第
一
雀
～
第
五
雀
（
石
川
明
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
戯
目
録

　
第
＋
二
號

ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
奴
隷
制
論
雫
（
一
）
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
守
　
胤

　
ー
一
八
二
〇
年
の
愛
協
よ
り
一
八
五
〇
年
の
愛
協
へ
ー

議
決
椹
行
使
の
代
理
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
　
新

行
政
學
に
お
け
る
「
P
・
A
公
式
」
を
前
提
と
す
る

　
管
理
概
念
と
そ
の
攣
貌
　
　
　
　
　

關
口
謙
司

　
O
資
料
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
國
憲
法
（
大
山
正
武
）
　
O
紹
介
と
批

　
評
　
太
田
武
男
著
「
離
婚
原
因
の
研
究
」
（
入
見
康
子
）
、
デ
ー
ヴ
ィ
ド
・

　
イ
ー
ス
ト
ン
著
「
政
治
艦
系
－
政
治
學
の
現
状
へ
の
究
明
ー
」
（
奈
良
和



重
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
三
十
巻
（
昭
和
三
十
二
年
度
）

　
第
一
號

團
膣
交
渉
を
め
ぐ
る
若
干
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
　
村
　
光
　
郎

ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
奴
隷
制
論
雫
（
二
）
　
　
藤
原
守
胤

　
－
一
八
二
〇
年
の
愛
協
よ
り
一
八
五
〇
年
の
要
協
へ
ー
ー

英
法
に
お
け
る
債
灌
の
侵
害
と
不
法
行
爲
（
一
）
　
小
林
規
威

　
O
資
料
　
明
治
初
年
の
藩
議
會
（
手
塚
蟄
・
山
本
幹
三
）
　
○
紹
介
と
批

　
評
　
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
著
・
相
澤
久
課
「
政
治
書
簡
集
」
（
多
田
眞
鋤
）
、

　
ト
ー
マ
ス
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
著
「
政
治
理
論
の
研
究
」
（
奈
良
和
重
）

　
O
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
二
號

へ
ー
β
ド
ト
ス
に
於
け
る
歴
史
的
思
惟
の
特
質
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
良

英
法
に
お
け
る
債
構
の
侵
害
と
不
法
行
爲
（
二
・
完
）
　
小
　
林
　
規

吐
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
時
　
嚴

　
－
臼
巳
寅
昌
国
●
幹
Φ
署
騨
銭
の
理
論
に
關
す
る
若
干
の
考
察
1

　
0
資
料
　
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
刑
罰
観
（
青
柳
文
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評

　
塚
豊
著
「
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
」
（
向
井
健
）
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
問
題
」
（
十
時
嚴
周
）

　
目
録

周威博手

生
田
正
輝
著
「
マ
ス
・

○
受
贈
書
主
要
文
獄

　
第
三
號

Z
即
ε
H
巴
q
毒
試
8
と
行
政
箏
訟
　
　
　
　
金
子
芳
雄

　
i
英
國
行
政
法
の
一
断
面
ー

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
憲
法
」
　
　
　
　
　
大
　
山
　
正
　
武

　
O
資
料
　
明
治
維
新
直
後
の
府
、
縣
議
會
（
手
塚
豊
）
　
O
紹
介
と
批
許

　
エ
リ
フ
・
カ
ッ
ツ
、
パ
：
ル
・
E
・
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
，
ル
ド
共
著
「
個
人
的

　
影
響
ー
マ
ス
ヨ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
に
お
け
る
人
々
の
役
割
1
」

　
（
生
田
正
輝
）
、
ミ
レ
ッ
ト
著
「
管
理
行
政
論
」
（
關
口
謙
司
）
　
O
受
贈
書

　
主
要
文
獣
目
録

　
第
四
號

鍔
働
者
の
吐
會
的
特
性
　
　
　
　
　
　
米
山
桂
三

　
ー
主
に
螢
務
管
理
の
封
象
と
し
て
の
螢
働
者
に
つ
い
て
1

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
間
題
性
に
關
す
る
『
考
察
（
一
）
　
中
　
谷
　
理
　
子

一
九
世
紀
初
頭
の
β
シ
ヤ
の
政
治
状
況
（
一
）
　
　
　
　
中
澤
精
次
郎

　
ー
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
イ
憲
法
草
案
を
中
心
と
し
た
試
論
的
老
、
察
f

　
O
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
（
一
）
（
石
川
明
）

　
O
紹
介
と
批
評
　
峯
村
光
郎
・
正
田
彬
共
著
「
私
的
撮
占
禁
止
法
」
（
清
水

　
新
）
、
鈴
木
竹
雄
著
「
手
形
法
・
小
切
手
法
」
（
米
津
昭
子
）
　
0
受
贈
書

　
主
要
文
獄
目
録

　
第
五
號

イ
ギ
リ
ス
最
近
の
封
米
政
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

一
九
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
の
政
治
状
況
（
二
・
完
）
　
　
中
澤
糟
次
郎

『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
次
一
鷺

三
三

（
一
〇
五
五
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
次
一
費

三
四
　
　
（
一
〇
五
六
）

　
ー
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
イ
憲
法
草
案
を
中
心
と
し
た
試
論
的
考
察
i

　
O
資
料
　
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
（
二
・
完
）
（
石

　
川
明
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
ハ
ン
ス
・
v
・
ヘ
ソ
テ
ィ
ッ
ヒ
著
「
刑
罰

　
（
1
）
そ
の
原
始
形
態
と
文
化
史
的
聯
關
」
「
刑
罰
（
正
）
そ
の
近
代
的
な

　
現
象
形
態
」
（
宮
澤
浩
一
）
、
明
治
史
料
研
究
連
絡
會
編
「
民
灌
論
か
ら
ナ

　
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
」
（
向
井
健
）
　
○
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
六
號

昭
和
政
治
の
一
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
ー
政
窯
政
治
の
凋
落
と
大
政
翼
賛
會
の
成
立
－

時
効
に
お
け
る
援
用
と
中
臨
と
の
關
係
　
　
　
　

内
池
慶
四
郎

　
O
資
料
　
仙
壁
藩
格
例
　
附
・
伺
書
決
議
案
（
手
塚
豊
）
　
O
紹
介
と
批

　
評
　
「
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
レ
ン
ト
七
十
五
歳
記
念
覗
賀
論
文
集
」
（
石
川

　
明
）
、
安
食
正
夫
著
「
産
業
吐
會
學
」
（
十
時
嚴
周
）
　
O
受
賂
書
主
要
文

　
鰍
目
録

　
第
七
號

吐
會
的
法
治
國
家
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
精
　
一

歴
史
的
薄
又
は
歴
史
的
水
域
の
法
理
（
三
・
完
）
　
　
　
中
　
　
村
　
　
洗

　
－
一
九
五
一
年
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
漁
業
事
件
の

　
　
　
國
際
司
法
裁
到
所
判
決
に
關
蓮
し
て
！

　
○
資
料
　
現
代
刑
法
理
論
と
民
法
ー
二
ー
ゼ
の
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
批
判
を
め

　
ぐ
つ
て
ー
（
一
）
（
中
谷
理
子
・
宮
澤
浩
一
）
、
全
騰
主
義
を
め
ぐ
る
諸
問

　
題
－
円
o
鼠
鐸
鶏
冨
巳
。
。
β
一
。
翼
匡
鷲
β
注
q
法
お
謎
一
婁
℃
器
舞

　
に
お
け
る
統
合
的
研
究
ー
（
一
）
（
奈
良
和
重
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
ハ
ン

　
ス
・
v
・
ヘ
ン
テ
ィ
ッ
ヒ
著
「
諸
犯
罪
の
心
理
學
（
1
）
窃
盗
・
侵
入
窃

　
盗
・
彊
盗
」
（
宮
澤
浩
一
）
、
明
治
前
期
大
審
院
判
決
録
刊
行
會
編
「
明
治

　
前
期
大
審
院
民
事
判
決
録
」
第
一
雀
（
向
井
健
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
献

　
目
録

　
第
八
號

農
地
の
法
律
關
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
孝
太
郎

果
樹
栽
培
農
家
に
お
け
る
相
綾
の
實
態
と
考
え
方
（
一
）
　
宮
　
崎
　
俊
、
行

　
！
長
野
縣
小
布
施
町
に
お
け
る
調
査
の
報
告
と
そ
の
教
え
る
も
の
ー
ー

　
O
資
料
　
現
代
刑
法
理
論
と
民
法
ー
二
ー
ゼ
の
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
批
判
を
め

　
ぐ
つ
て
（
二
・
完
）
（
中
谷
理
子
）
、
全
農
主
義
を
め
ぐ
る
諸
問
題
－
日
9

　
ひ
巴
鵠
即
鼠
即
ロ
駐
目
”
一
3
串
＝
騨
同
く
簿
同
画
q
巳
く
Φ
以
o
o
騨
『
勺
尻
o
器
●
に
お
け

　
る
統
合
的
研
究
1
（
二
・
完
）
（
奈
良
和
重
）
　
O
紹
介
と
批
詐
　
ピ
ア
ス

　
ン
、
ヒ
ル
共
著
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
統
治
」
（
賀
川
俊
彦
）
、
外
崎
光

　
廣
編
「
植
木
枝
盛
家
族
制
度
論
集
」
（
向
井
健
）
　
○
受
贈
書
主
要
文
獄
目

　
録

　
第
九
號

イ
ス
ラ
エ
ル
初
期
王
國
の
形
成
と
構
造
　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
良
　
博

果
樹
栽
培
農
家
に
お
け
る
相
績
の
實
態
と
考
え
方
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
俊
　
行

　
！
長
野
縣
小
布
施
町
に
お
け
る
調
査
の
報
告
と
そ
の
教
え
る
も
の
ー

　
O
資
料
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
醤
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約



　
（
手
塚
豊
）
、
中
小
企
業
の
組
織
化
を
め
ぐ
る
法
案
と
問
題
馳
（
正
田
彬
）

　
0
紹
介
と
批
評
　
S
・
B
・
ク
ラ
イ
ム
ズ
著
「
中
世
英
國
行
政
史
序
説
」

　
（
森
岡
敬
一
郎
）
、
大
隅
健
一
郎
著
「
商
法
絡
則
」
（
阪
埜
光
男
）
　
O
受
贈

　
書
主
要
文
賦
目
録

　
第
＋
號

逆
縁
婚
の
一
臨
面
　
　
　
　
　

田
中
實

　
－
福
島
縣
下
に
お
け
る
調
査
か
ら
ー

一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
澤
精
次
郎

文
化
人
類
學
に
お
け
る
比
較
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
　
　
十
　
時
　
嚴
　
周

　
－
文
化
人
類
學
と
壮
會
學
の
交
流
に
關
す
る
若
干
の
考
察
ー

　
O
資
料
　
明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遺
）
（
手
塚
豊
）
O

　
紹
介
と
批
評
　
高
梨
公
之
著
「
日
本
婚
姻
法
論
－
民
法
に
お
け
る
婚
姻
の

　
自
由
と
そ
の
吐
會
的
基
礎
に
つ
い
て
の
一
研
究
ー
」
（
人
見
康
子
）
、
T
．

　
バ
ー
メ
ッ
シ
ュ
著
「
螢
働
組
合
主
義
の
實
際
」
（
川
口
實
）
　
O
受
贈
書
主

要
文
獄
肝
録

　
第
＋
剛
號

英
國
國
家
賠
償
の
法
理
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
芳
雄

幸
徳
秋
水
の
生
涯
と
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
勝
　
範

　
ー
急
進
主
義
を
中
心
に
し
て
ー

　
○
資
料
　
ロ
バ
ー
ト
・
C
・
ノ
ー
ス
氏
に
よ
る
張
國
煮
同
顧
談
記
録
－
中

　
國
共
産
黛
史
研
究
の
一
資
料
ー
（
石
川
忠
雄
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
小
田

　
滋
著
「
海
洋
の
國
際
法
構
造
」
（
中
村
洗
）
、
H
・
Y
ヘ
ン
テ
ィ
ッ
ヒ
著
「
諸

　
犯
罪
の
心
理
學
（
豆
）
殺
人
」
（
宮
澤
浩
一
）
、
W
・
エ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ

　
ソ
著
「
現
代
の
イ
ズ
ム
ー
共
産
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
資
本
主
義
、
吐
會

　
主
義
ー
」
（
奈
良
和
重
）
　
O
受
購
書
主
要
文
隙
目
録

　
第
＋
二
號

吐
會
的
地
位
と
政
治
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
勝
範

　
ー
三
重
縣
鳥
羽
市
安
樂
島
町
に
お
け
る
實
態
調
査
ー

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
、
谷
理
　
子

非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
石
川

明

　
O
紹
介
と
批
許
　
S
・
F
・
ナ
ー
デ
ル
著
「
肚
會
構
造
の
理
論
」
（
十
時
嚴

　
周
）
、
C
・
J
・
フ
リ
：
ド
リ
ッ
ヒ
、
Z
・
K
・
ブ
ル
ツ
ェ
ツ
ィ
ン
ス
キ
イ

　
共
著
「
全
髄
主
義
的
猫
裁
と
專
制
」
（
奈
良
和
重
）
○
受
贈
書
主
要
文
隙

　
目
鋲

第
三
十
一
巻
（
昭
和
三
十
三
年
度
）

　
第
一
號

兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て

　
ー
最
近
の
福
岡
高
裁
到
決
を
め
ぐ
り
i

會
肚
の
本
店
所
在
地
の
意
義

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
革
命
に
つ
い
て

　
ー
そ
の
護
生
要
件
と
基
本
的
特
質
ー

田
　
　
中

實

米
　
津
　
昭
　
子

賀
川
俊
彦

『
法
學
研
究
』
既
刊
総
目
家
一
麟
、
見

三
五

（
一
〇
五
七
）



『
法
學
研
究
』
既
刊
糖
目
次
一
覧

三
六
　
　
（
一
〇
五
八
）

O
資
料
　
第
九
同
犯
罪
生
物
學
協
會
會
議
（
宮
澤
浩
一
）
　
O
紹
介
と
批

評
　
溝
宮
四
郎
著
「
憲
法
」
1
（
田
口
精
一
）
、
家
永
三
郎
・
庄
司
吉
之
助

共
編
「
自
由
民
灌
思
想
」
（
向
井
健
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
二
・
三
合
併
號

・
日
本
人
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動

　
i
受
け
手
の
重
複
に
つ
い
て
ー

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
雫
議
灌
の
構
造

全
腿
主
義
的
掲
裁
の
一
般
的
特
徴
に
つ
い
て

　
O
資
料
　
」
・
H

　
介
と
批
評

　
ー
」
（
宮
崎
俊
行
）
、
H
・

　
的
・
少
年
精
紳
病
學
的
研
究
ー
」
（
宮
澤
浩
一
）
、

　
1
著
「
塵
業
吐
會
學
」
（
十
時
嚴
周
）
、

　
星
亨
と
近
代
目
本
政
治
i
」
（
中
村
勝
範
）

　
第
四
號

田
中
内
閣
の
到
華
外
交
（
一
）

非
訟
事
件
の
定
型
分
類

　
O
資
料
　
黙
阿
彌
の
「
散
切
物
」

　
（
向
井
健
・
岩
田
正
彦
）
　
0
紹
介
と
批
許
　
J

　
「
M
・
ウ
ェ
㌧
ハ
ー
・
國
家
吐
會
學
」

　
　
ロ
著
「
團
決
権
」
（
阿
久
澤
鍮
夫
）

　
第
五
號

生
　
田
　
正
　
輝

加
　
納
　
恒
　
男

　
　
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
博
士
關
係
文
獣
目
録

今
泉
孝
太
郎
著
「
農
民
法
研
究
－
農
地
法
の
新
し
い
解
繹

　
　
　
　
　
レ
フ
ェ
レ
ン
ツ
著
「
見
童
の
犯
罪
性
ー
刑
事
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
・
V
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男
著
「
明
治
的
人
間
像
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
受
贈
書
主
要
文
献
目
録

阿
久
澤
鮪
夫

奈
　
良
　
和
　
重

（
李
良
）
　
O
紹

　
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
男

　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
　
　
明

に
見
え
た
る
明
治
初
年
の
法
制
（
一
）

　
　
　
　
　
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
’
マ
ン
編

　
（
多
田
眞
鋤
）
、
G
・
ス
ピ
・
オ
プ

　
O
受
贈
書
主
要
文
隙
目
録

長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
薄
の
徒
刑
所
　
　
　
　
手
　
塚
　
　
整

　
ー
西
洋
近
代
的
自
由
刑
の
移
入
を
間
題
と
し
て
ー

傳
聞
法
則
に
お
け
る
諜
櫨
能
力
と
護
明
力
　
　

青
柳
文
雄

　
O
資
料
　
オ
ー
エ
ン
・
ラ
テ
ィ
モ
ア
教
授
著
作
目
録
（
石
川
忠
雄
）
、
黙
阿

　
彌
の
「
散
切
物
」
に
見
え
た
る
明
治
初
年
の
法
制
（
二
）
（
向
井
健
・
岩
田

　
正
彦
）
　
0
紹
介
と
批
評
　
」
・
ハ
ザ
ー
ド
著
「
ソ
蓮
の
政
治
制
度
」
（
中

　
澤
精
次
郎
）
、
H
・
B
・
メ
イ
ヨ
著
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」

　
（
奈
良
和
重
）
　
O
今
泉
孝
太
郎
教
授
・
手
塚
豊
教
授
學
位
請
求
論
文
審
査

　
要
旨
　
O
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
六
號

ラ
ジ
オ
に
封
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ソ
の
影
響
　
　
　
　
　
　
生
　
田
　
正
　
輝

ア
メ
リ
カ
吐
會
の
攣
容
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
俊
太
郎

　
f
特
に
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
！

　
O
資
料
　
受
託
者
の
権
利
ー
ノ
ル
ト
に
よ
る
管
理
灌
の
構
成
ー
（
田
中
實
・

　
内
池
慶
四
郎
）
、
黙
阿
彌
の
「
散
切
物
」
に
見
え
た
る
明
治
初
年
の
法
制

　
（
三
）
（
向
井
健
・
岩
田
正
彦
）
　
O
紹
介
と
批
評
　
ラ
イ
マ
ン
著
「
第
一

　
次
螢
働
黙
内
閣
、
一
九
二
四
年
」
（
伊
藤
政
寛
）
、
森
下
菅
根
編
「
植
木
枝

　
盛
遺
稿
・
無
天
難
録
」
（
向
井
健
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
獄
目
録

　
第
七
號

江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
期
に
お
け
る
抗
日
反
帝
統
一
職
線
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
忠
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
田
　
教
之



英
國
國
家
賠
償
の
法
理
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
芳
　
雄

ア
メ
リ
カ
肚
會
の
攣
容
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
俊
太
郎

　
－
特
に
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
i

　
O
資
料
　
明
治
初
年
の
東
京
府
刑
法
　
附
・
明
治
三
年
東
京
府
行
刑
人
員

　
表
（
手
塚
豊
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
ガ
β
・
プ
ラ
サ
著
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

　
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諸
問
題
」
（
賀
川
俊
彦
）
　
O
受
贈
書
主
要

　
文
隙
目
録

　
第
八
號

ド
イ
ッ
史
學
と
國
家
の
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
　
田
　
眞
　
鋤

　
I
F
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
G
・
リ
ッ
タ
ー
等
を
め
ぐ
る
試
論
－

會
肚
の
負
捲
に
曝
す
べ
き
設
立
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
　
新

　
O
資
料
　
ド
イ
ッ
語
圏
の
各
國
大
學
に
お
け
る
刑
事
法
學
關
係
研
究
者
纏

　
覧
（
宮
澤
浩
一
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
E
・
ベ
テ
ィ
ヒ
ャ
i
著
「
集
團
的
螢

　
働
法
に
お
け
る
武
器
の
李
等
と
季
等
の
庭
遇
」
、
（
川
口
實
）
、
A
・
レ
イ
ン
．

　
プ
ー
ル
著
「
十
二
・
三
世
紀
の
肚
會
の
義
務
」
（
森
岡
敬
一
郎
）
　
O
受
贈

　
書
主
要
文
隙
目
録

　
第
九
號

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
極
東
政
策
批
到
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
山
　
正
　
熊

田
中
内
閣
の
封
華
外
交
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
菊
　
男

　
O
判
例
研
究
　
〔
民
法
一
〕
實
子
と
し
て
出
生
届
の
出
さ
れ
た
表
見
相
績
人

　
が
善
意
の
第
三
者
と
な
し
た
抵
営
権
設
定
契
約
の
効
力
（
内
池
慶
四
郎
）
、

　
〔
商
法
一
〕
株
主
総
會
決
議
の
存
否
（
津
田
利
治
・
清
水
新
）
、
〔
勢
働
法

　
一
〕
出
炭
阻
止
ピ
ケ
チ
ン
グ
と
威
力
業
務
妨
害
（
峯
村
光
郎
）
　
O
資
料

新
庄
藩
の
徒
刑
（
手
塚
豊
）
、
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
改
正
草
案
（
一
）

　
（
青
柳
文
雄
・
宮
澤
浩
一
）
　
O
紹
介
と
批
許
　
峯
村
光
郎
課
「
ザ
ゥ
ワ
ァ
．

　
法
哲
學
序
説
」
（
伊
東
乾
）
、
清
水
新
著
「
會
肚
法
論
」
（
阪
埜
光
男
）
　
○

　
受
贈
書
主
要
文
獣
目
録

　
第
＋
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
菊
　
男

肚
會
構
造
の
攣
動
と
槽
力
移
動
の
形
態
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
江
　
　
湛

　
ー
三
重
縣
鳥
弱
市
小
濱
町
に
お
け
る
實
態
調
査
（
一
）
i

直
接
行
動
論
の
擾
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
勝
　
範

　
O
判
例
研
究
　
〔
商
法
二
〕
假
差
押
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
な

　
し
た
隠
れ
た
る
取
立
委
任
裏
書
と
訴
訟
信
託
、
手
形
債
灌
の
裏
書
譲
渡
と

　
保
護
債
槽
の
附
從
性
（
高
鳥
正
夫
）
、
〔
商
法
三
〕
先
行
裏
書
の
欠
飲
と
そ

　
の
補
充
（
松
岡
和
生
）
O
資
料
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
改
正
草
案

　
（
二
・
完
）
（
青
柳
文
雄
・
宮
澤
浩
一
）
，
O
紹
介
と
批
評
　
中
村
菊
男
著

　
「
昭
和
政
治
史
」
（
石
川
忠
雄
）
、
津
田
利
治
著
「
會
肚
法
の
大
意
」
上
（
溝

　
水
新
）
　
O
受
贈
書
主
要
文
麟
目
録

『
法
學
研
究
』
既
刊
絡
目
次
一
覧

三
七
　
　
（
一
〇
五
九
）


